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令
和
三
年
十
月
八
日
㈮
、
弘

前
大
学
は
、
青
森
県
、
弘
前
市

と
と
も
に
、
科
学
技
術
振
興
機

構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
共
催
の
も
と
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
弘
前
大
学
Ｃ

Ｏ
Ｉ
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
１
」
を
一
橋
講
堂
（
東

京
都
千
代
田
区
）
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
学
内
外
の
先
生
方
、
参
画
機

関
の
皆
様
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
運
営
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
東
京

で
の
開
催
も
六
回
目
と
な
り
、

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
策
を
徹
底
し
た

上
で
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

の
同
時
開
催
と
し
、
首
都
圏
は

も
ち
ろ
ん
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
併
せ
て
約
千
三
百
名
に
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
弘

前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
が
め
ざ
す
「
健

や
か
に
老
い
る
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
、
国
民
の
健
康
寿
命

延
伸
とQ

O
L-GN

H

向
上
を
通

じ
たSD

Gs

達
成
へ
の
貢
献
を

め
ざ
し
、
世
界
最
大
の
超
多
項

目
（
３
０
０
０
）
健
康
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
Ａ
Ｉ
等
最

先
端
研
究
成
果
等
を
紹
介
し
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
た
本
格
的
社

会
実
装
に
よ
る
新
た
な
健
康
産

業
創
出
に
向
け
て
、W

ith/
Post

コ
ロ
ナ
時
代
の
健
康
の
有

り
様
に
つ
い
て
第
一
線
の
産
学

官
民
関
係
者
が
結
集
し
て
、
熱

い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
学
長 

福
田

眞
作
先
生
、
青
森
県
知
事 

三

村
申
吾
氏
、
弘
前
市
長 

櫻
田

宏
氏
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
理
事
長 

濵
口

道
成
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
来
賓
と
し
て
文
部
科
学

省 

産
業
連
携
・
地
域
振
興
課

長 

井
上
睦
子
氏
、
内
閣
府 

科

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
務
局
長 

松
尾
泰
樹
氏
、

CO
I ST

REA
M

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー

リ
ー
ダ
ー 

松
田
譲
氏
か
ら
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
弘
前
大
学

の
中
路
特
任
教
授
が
「
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
時
代
の
健
康
未
来
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
と
題
し

て
講
演
し
、
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ

の
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
時
代
（w

ith

コ
ロ

ナ
）
に
お
け
る
戦
略
、
ま
た
ポ

ス
ト
Ｃ
Ｏ
Ｉ
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ

ン
や
構
想
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
大
正
製
薬

株
式
会
社
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
開
発
本
部
長
・
執

行
役
員 

髙
橋
健
三
氏
か
ら
「
健

康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

次
世
代
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
向
け
た

取
組
み
」
と
題
し
て
、
同
社
の

Ｃ
Ｏ
Ｉ
に
お
け
る
取
組
み
や
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
著
名

な
料
理
研
究
家
の
浜
内
千
波
先

生
か
ら
「
健
康
価
値
の
変
化
に

対
応
し
て
い
く
に
は
？
」
と
題

し
て
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
下
に
お

け
る
健
康
価
値
の
変
化
に
つ
い

て
、
食
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に

健
康
を
目
指
し
対
応
し
て
い
く

か
に
つ
い
て
興
味
深
い
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

解
析
チ
ー
ム
最
前
線
」
で
は

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科 

奥
野
教
授
、
東
京
大
学
医

科
学
研
究
所 

井
元
教
授
、
東

京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究

科 

五
十
嵐
客
員
准
教
授
が
そ

れ
ぞ
れ
主
要
疾
患
発
症
予
測
Ａ

Ｉ
モ
デ
ル
や
社
会
保
障
費
の
解

析
状
況
な
ど
の
最
新
の
研
究
成

果
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
デ
ー
タ
連
携
最

前
線
」
で
は
、
九
州
大
学
大
学

院
医
学
研
究
院 

二
宮
教
授
、

京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科 

的
場
教
授
、
名
桜

大
学 

砂
川
学
長
が
そ
れ
ぞ
れ

の
大
学
で
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ

と
岩
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
の

超
多
項
目
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
の
連
携
に
よ
り
得
ら
れ
た
最

新
の
成
果
を
ご
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
特
別
企
画

「
地
域
連
携
最
前
線
」
で
は
、

弘
前
市 

健
康
こ
ど
も
部 

三
浦

部
長
か
ら
弘
前
市
に
お
け
る
医

療
デ
ー
タ
の
活
用
に
向
け
た
状

況
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
青

森 

福
士
本
部
長
か
ら
は
、
職

域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
認
知
症
・
意
思

決
定
支
援
最
前
線
」
で
は
、
京

都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科 

成
本
教
授
か
ら
近
年

大
き
な
注
目
を
集
め
る
高
齢
者

の
意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て
、

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の

詳
細
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
ご

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
「
社
会
実
装
戦
略

最
前
線
」
で
は

Ｃ
Ｏ
Ｉ
社
会
実

装
統
括
で
あ
る

安
川
氏
か
ら
Ｃ

Ｏ
Ｉ
参
画
企
業

の
社
会
実
装
に

つ
い
て
、
そ
の

戦
略
の
最
新
の

全
体
概
要
に
つ

い
て
の
お
話
が

あ
り
、
ま
た
主

要
参
画
企
業
と

し
て
花
王
㈱
、

ラ
イ
オ
ン
㈱
、

サ
ン
ト
リ
ー
食

品
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
㈱
か

ら
本
学
に
お
け

る
研
究
と
社
会

実
装
に
つ
い
て

「
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
・

「
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
・

  

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
」
を
開
催
し
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
」
を
開
催
し
て

の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
特
別

講
演
で
はCO

I 
ST

REA
M

ガ
バ
ニ

ン
グ
委
員
会
委
員

長
／
㈱
三
菱
総
合

研
究
所
理
事
長
／

プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ 

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長

／
東
京
大
学
第
二

十
八
代
総
長 

小

宮
山
宏
先
生
か
ら

「
大
学
が
先
導
す

る
未
来
～
人
が
変

わ
る
、
大
学
が
変

わ
る
、
社
会
が
変

わ
る
～
」
と
題
し

て
、
本
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ

の
拠
点
の
果
た
す

べ
き
役
割
や
目
指
す
方
向
に
つ

い
て
、
大
江
健
三
郎
氏
の
言
葉

を
引
用
さ
れ
た
上
で
、「
弘
前

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
取
組
み
は
ま
さ

に
〝
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
〟
で
あ
る
」

と
温
か
い
叱
咤
激
励
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
㈱
宮
田
総
研
代
表
取
締
役

／
元
日
経
Ｂ
Ｐ
社
医
療
局
ア
ド

バ
イ
ザ
ー 

宮
田
氏
を
モ
デ
レ
ー

タ
ー
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
統
括
ビ
ジ
ョ

ナ
リ
ー
リ
ー
ダ
ー
代
理
／
名
古

屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

水

野
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お

迎
え
し
、
青
森
県
や
弘
前
市
と

い
っ
た
行
政
機
関
や
味
の
素

㈱
、
生
協
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
な
ど

産
学
官
民
の
各
分
野
か
ら
お
招

き
し
た
八
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
、

計
十
名
の
登
壇
者
に
よ
り
「
地

域
共
創
で
人
生
100
年
時
代
／

W
ith

コ
ロ
ナ
時
代
の
健
康
未

来
を
考
え
る
」
の
テ
ー
マ
で
、

熱
心
な
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

閉
会
に
際
し
、
弘
前
大
学 

副

学
長 

若
林
先
生
、
医
学
研
究

科
長 

廣
田
先
生
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
成

功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
は
今
後
も

学
内
外
の
先
生
方
、
参
画
機
関

は
じ
め
ご
関
係
皆
さ
ま
の
ご
指

導
・
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

本
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ヘ
ル
ス
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、SD

Gs

へ
の
貢
献
を
目
指
し
躍
進
し
て

参
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
指

導
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福田学長

松尾局長

奥野先生

砂川学長

井上課長

浜内先生

的場先生

廣田研究科長

濵口理事長

高橋氏

二宮先生

若林副学長

櫻田市長

中路先生

五十嵐先生

小宮山先生

三村知事

松田ビジョナリーリーダー

井元先生

成本先生

パネルディスカッションの様子

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構
）
副
セ
ン
タ
ー
長

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構
）
副
セ
ン
タ
ー
長

　　
教
授　
教
授　

村　

下　

公　

一

村　

下　

公　

一
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し
て
い
る
地
域
に
根
差
し
た
教

育
・
診
療
・
研
究
を
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
と
ス
ラ
イ
ド
で

強
調
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
領

域
別
検
討
会
議
（
領
域
１
：
使

命
と
学
修
成
果
、
領
域
２
：
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
領
域
３
：
学

生
の
評
価
、
領
域
４
：
学
生
、

領
域
５
：
教
員
、
領
域
６
：
教

育
資
源
、
領
域
７
：
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
評
価
、
領
域
８
：
統
轄

お
よ
び
管
理
運
営
、
領
域
９
：

継
続
的
改
良
）
に
入
り
ま
し

た
。
検
討
会
議
の
他
に
も
、
研

修
医
、
教
員
、
学
生
と
の
面
談

もJA
CM

E

審
査
員
に
よ
っ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
後
の
講
評
で
は
、
地
域

医
療
を
志
向
し
た
教
育
、
社
会

の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
、
リ

サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
点
、
大
学
の
歴

史
を
背
景
に
地
域
の
活
性
化
へ

の
貢
献
、
世
界
的
な
視
野
を

持
っ
た
医
師
・
研
究
者
の
育
成

を
推
進
す
る
医
学
教
育
の
実

践
、
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
で
ス
タ
ッ
フ
と
学
生
が

保
健
医
療
関
連
部
門
と
共
同
し

て
活
動
し
て
い
る
点
、
被
ば
く

医
療
に
つ
い
て
体
系
的
な
教
育

を
し
て
い
る
点
等
を
高
く
評
価

し
て
頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
一

方
で
、
学
修
成
果
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
学
生
及
び
教
員
へ
の
十

分
な
周
知
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず

そ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い

点
、
行
動
科
学
及
び
医
療
倫
理

学
等
の
体
系
的
教
育
体
制
の
構

築
が
出
来
て
い
な
い
点
、
卒
業

時
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
達
成
及

び
各
学
年
で
の
段
階
的
な
到
達

度
評
価
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
も
さ
れ
て
い
な
い
点
、
学
生

代
表
の
各
種
委
員
会
へ
の
参
加

が
ま
だ
少
な
い
点
、
Ｉ
Ｒ
部
門

の
解
析
結
果
に
基
づ
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
評
価
委
員
会
の
活
動
の
実

質
化
が
不
十
分
で
あ
る
点
等
が

課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、教
員
の
カ
リ
キ
ュ

医
学
教
育
分
野
別
評
価
を
受
審
し
て

医
学
研
究
科
長　

廣　

田　

和　

美

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

　

弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科

は
、
本
年
九
月
十
四
～
十
七
日

の
四
日
間
に
わ
た
っ
て
、
一
般

社
団
法
人
日
本
医
学
教
育
評
価

機
構
（JA

CM
E

）
に
よ
る
医

学
教
育
分
野
別
評
価
を
受
審
し

ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
、

JA
CM

E

の
医
学
教
育
分
野
別

評
価
に
つ
い
て
の
背
景
を
簡
単

に
説
明
し
ま
す
。

　

英
国
、
米
国
等
の
欧
米
諸
国

で
は
、M

edical Council

や
医

学
校
協
会
等
が
中
心
と
な
っ

て
、
医
学
教
育
の
分
野
別
評
価

を
十
年
以
上
前
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
特
に
米
国
で
は
百
年
以

上
も
前
に
全
米
医
師
連
合
（
Ａ

Ｍ
Ａ
）と
全
米
医
学
校
協
会（
Ａ

Ａ
Ｍ
Ｃ
）
の
合
同
チ
ー
ム
に
よ

る
医
学
校
の
医
学
教
育
に
対
す

る
査
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、ア
ジ
ア
圏
の
韓
国
、台
湾
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
等
で
も
、

自
主
的
に
医
学
教
育
の
分
野
別

評
価
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
二
〇
一
〇
年
九
月
に
、

米
国
医
師
国
家
試
験
受
験
資
格

審
査
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
（ECFM

G

）

か
ら
、｢

二
〇
二
三
年
以
降
［
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
二
〇
二
四
年
に

延
長
］
は
、
国
際
基
準
で
認
定

を
受
け
た
医
学
校
の
出
身
者
に

し
か
申
請
資
格
を
認
め
な
い
」

と
の
通
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
、
国
際
的
に
通
用
す
る
医

師
養
成
制
度
を
確
立
す
べ
く
、

全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議

内
に
「
医
学
教
育
質
保
証
検
討

委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
文
部

科
学
省
と
も
協
議
し
国
際
的
に

も
通
用
す
る
医
学
教
育
の
質
保

証
の
仕
組
み
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
分
野

別
評
価
組
織
と
し
てJA

CM
E

が
設
立
さ
れ
、
評
価
基
準
と
し

て
の
世
界
医
学
教
育
連
盟

（W
FM

E

）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
（
二
〇
一
二
版
）

に
基
づ
く
日
本
版
が
作
成
さ
れ

て
評
価
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
こ
の
認
証
を
受
け
て
い

な
い
医
学
部
の
卒
業
生
は
、
将

来
米
国
で
診
療
を
す
る
道
が
閉

ざ
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す

の
で
、
各
医
育
機
関
は
何
と
し

て
も
受
審
し
て
認
証
を
受
け
る

必
要
が
生
じ
た
わ
け
で
す
。

　

本
医
学
科
も
受
審
に
向
け

て
、
若
林
医
学
部
長
の
時
代
か

ら
数
年
を
か
け
て
、
医
学
教
育

の
た
め
の
組
織
作
り
や
規
程
の

整
備
を
行
い
、
か
な
り
の
労
力

と
時
間
を
か
け
て
受
審
準
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
受
審
時
に

は
そ
の
成
果
を
示
す
べ
く
、

JA
CM

E

審
査
員
を
前
に
し
た

｢

全
体
説
明｣

に
お
い
て
、
弘

前
大
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

｢

世
界
に
発
信
し
地
域
と
共
に

創
造
す
る｣

を
具
現
化
し
実
践図．医学教育センター組織図と教学の PDCA サイクル

　

臨
床
検
査
医
学
講
座
の
萱
場

で
す
。
二
〇
一
一
年
十
一
月
十

六
日
付
け
で
弘
前
大
学
に
着
任

し
、
十
年
の
任
期
終
了
を
期
に

二
〇
二
一
年
十
一
月
十
五
日
を

も
ち
ま
し
て
弘
前
大
学
を
退
職

い
た
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う

間
の
十
年
に
思
え
ま
す
が
、
よ

く
よ
く
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と

実
に
様
々
な
こ
と
が
思
い
起
こ

さ
れ
ま
す
。
う
れ
し
い
こ
と
も

あ
り
、
慙
愧
に
堪
え
ぬ
こ
と
も

あ
り
、
様
々
で
す
。
折
に
触
れ

て
た
く
さ
ん
の
皆
様
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
や
お
励
ま
し
を
頂
き
な

が
ら
や
っ
て
来
た
の
だ
な
ぁ
‥

と
い
ま
さ
ら
な
が
ら
再
確
認
を

し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

私
の
業
務
の
場
は
附
属
病
院

の
検
査
部
と
感
染
制
御
セ
ン

タ
ー
で
し
た
。
検
査
部
は
人
員

も
多
く
、
技
師
長
に
業
務
の
多

く
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま

し
た
。
弘
前
大
学
の
検
査
部
は

保
健
学
科
学
生
、
医
学
科
学

生
、
外
部
施
設
か
ら
の
研
修
生

な
ど
、
ほ
ぼ
一
年
中
に
わ
た
っ

て
学
生
実
習
が
あ
り
、
最
盛
期

に
は
五
十
人
以
上
が
実
習
を
行

い
ま
す
。
検
査
技
師
は
年
々
増

加
す
る
ル
ー
チ
ン
業
務
に
対
応

し
つ
つ
、
教
育
に
も
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
検
査
技
師
養
成
課

程
を
有
し
な
い
単
科
大
学
や
大

規
模
な
大
学
の
検
査
部
が
ひ
し

め
く
中
で
、
弘
前
大
学
の
検
査

部
で
は
、
濃
厚
な
学
生
教
育
も

こ
な
し
つ
つ
技
師
一
人
当
た
り

の
検
査
件
数
、
点
数
と
も
に
日

本
の
大
学
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
お
り
、
検
査
技
師
の
努
力

に
は
敬
意
を
払
っ
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お

高
度
医
療
を
担
う
当
院
の
診
療

側
か
ら
求
め
ら
れ
る
様
々
な
要

求
に
充
分
お
応
え
で
き
な
い
場

合
も
多
々
あ
り
、
そ
の
都
度
診

療
科
の
皆
様
に
は
ご
理
解
を

賜
っ
て
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の

場
で
今
一
度
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
感
染
制
御
セ
ン
タ
ー
業
務

は
、
着
任
時
に
は
認
定
資
格
を

有
す
る
感
染
管
理
看
護
師
（
以

下
、
慣
例
的
呼
称
の
Ｉ
Ｃ
Ｎ
と

記
載
し
ま
す
）
が
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｎ
は
感
染
制
御

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
感

染
制
御
の
中
心
で
す
。
最
低
で

も
二
百-

三
百
床
に
一
名
は
Ｉ

Ｃ
Ｎ
の
配
置
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、
十
年
前
に
は
す
で
に
全

国
の
大
学
病
院
は
も
ち
ろ
ん
、

殆
ど
の
主
要
な
市
中
病
院
に
は

Ｉ
Ｃ
Ｎ
が
配
置
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
着
任
時
に
弘
前
大

学
に
Ｉ
Ｃ
Ｎ
が
不
在
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
か
な
り
驚
く
と
と

も
に
覚
悟
を
決
め
た
の
を
覚
え

て
お
り
ま
す
。
看
護
部
や
病
院

の
ご
理
解
を
頂
き
、
感
染
制
御

の
体
制
が
あ
る
程
度
形
が
整
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
し
、
感
染
制
御
は
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ

う
に
、
病
院
内
の
み
な
ら
ず

様
々
な
形
で
の
社
会
貢
献
が
求

め
ら
れ
、
更
な
る
人
材
の
育
成

と
体
制
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら

ご
支
援
を
頂
き
た
く
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
弘
前
大
学

の
発
展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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退
職
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

臨
床
検
査
医
学
講
座　

教
授　

萱　

場　

広　

之

ラ
ム
の
理
解
度
を
増
す
こ
と
で

関
連
す
る
科
目
の
水
平
的
統

合
・
垂
直
的
統
合
を
推
進
し
、

よ
り
効
果
的
な
教
育
体
系
を
構

築
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
学
外
臨
床
実
習

施
設
の
指
導
医
に
つ
い
て
も
、

Ｆ
Ｄ
な
ど
を
通
し
て
指
導
能
力

を
高
め
、
臨
床
実
習
の
質
を
担

保
す
る
こ
と
と
、
患
者
数
と
疾

患
分
類
を
把
握
し
、
学
生
が
適

切
な
臨
床
経
験
を
積
め
る
よ
う

な
体
制
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
、
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
て
、
教
学
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
が
き
ち
ん
と
回
る
様

に
改
善
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
（
図
）。
教
員
、
特
に
臨
床

系
教
員
（
学
外
臨
床
実
習
施
設

を
含
む
）
の
皆
様
方
の
負
担

は
、
学
生
評
価
と
言
う
点
で
今

後
大
幅
に
増
し
ま
す
が
、
国
際

基
準
に
合
わ
せ
た
医
学
教
育
は

必
須
で
す
の
で
、
皆
様
の
御
協

力
が
必
要
で
す
。
今
後
は
、
教

育
改
善
の
た
め
、
各
臨
床
系
講

座
に
教
育
担
当
講
師
（
ま
た
は

准
教
授
）
の
様
な
実
務
責
任
者

を
置
き
、
実
務
責
任
者
の
意
見

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
医
学
教

育
セ
ン
タ
ー
で
の
教
育
改
革
を

各
講
座
の
隅
々
ま
で
浸
透
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
御

協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
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先
日
、
第
一
回
不
整
脈
心
電

学
会
東
北
地
方
会
で
最
優
秀
演

題
賞
を
受
賞
し
、
こ
の
受
賞
に

関
し
て
医
学
研
究
科
広
報
委
員

会
委
員
長
の
青
木
昌
彦
先
生
よ

り
原
稿
の
執
筆
依
頼
を
頂
き
ま

し
た
の
で
、
拙
文
で
す
が
寄
稿

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
受
賞

演
題
は
「Grid catheter

を
用

い
た
ペ
ー
シ
ン
グ
手
法
が
瘢
痕

関
連
心
室
頻
拍
のcritical 

isthm
us

同
定
に
有
用
で
あ
っ

た
虚
血
性
心
筋
症
の
一
例
」
と

題
し
ま
し
て
、
当
科
で
経
験
し

た
心
室
頻
拍
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

症
例
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

詳
細
は
割
愛
い
た
し
ま
す
が
、

最
優
秀
演
題
賞
受
賞
に
寄
せ
て

有
効
通
電
部
位
を
示
唆
す
る
既

知
の
ペ
ー
シ
ン
グ
所
見
を
得
た

際
、
多
点
マ
ッ
ピ
ン
グ
カ
テ
ー

テ
ル
で
同
時
取
得
し
た
周
囲
の

興
奮
伝
搬
様
式
か
ら
未
知
の
現

象
を
発
見
し
、
至
適
通
電
部
位

の
選
別
に
有
用
で
あ
っ
た
こ
と

を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
時
間

の
都
合
上
、
推
定
さ
れ
た
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
提
示
は
一
部
に
留
め

ま
し
た
が
、
後
日
、
そ
の
詳
細

を
英
文
誌
上
の
論
文
内
で
補
完

し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
不
整
脈
領
域
の
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
に
お
け
る
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
は
目
覚
ま

し
く
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
手
法
の
進

化
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
例
と
し
て
従
来
の
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ

る
単
点
マ
ッ
ピ
ン
グ
か
ら
、
複

数
の
よ
り
小
さ
な
電
極
を
有
す

る
多
極
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た

効
率
的
な
多
点
マ
ッ
ピ
ン
グ
へ

と
変
遷
を
遂
げ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
心
房
性
不
整
脈
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
潮
流
は
、
心

室
内
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
適
し
た
複

数
の
電
極
が
格
子
状
に
配
置
さ

れ
たgrid catheter

の
登
場
に

よ
っ
て
心
室
性
不
整
脈
に
も
も

た
ら
さ
れ
、
短
時
間
で
効
率
的

不
整
脈
先
進
治
療
学
講
座　

講
師　

伊　

藤　

太　

平

第
１
回
不
整
脈
心
電
学
会
東
北
地
方
会

第
１
回
不
整
脈
心
電
学
会
東
北
地
方
会

な
至
適
通
電
部
位
の
絞
り
込
み

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
詳
細
な

マ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ー
タ
の
分
析
か

ら
提
唱
さ
れ
た
新
し
い
マ
ッ
ピ

ン
グ
手
法
も
、
最
近
の
心
室
頻

拍
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
治
療
成

績
向
上
に
寄
与
し
て
お
り
ま

す
。

　

当
科
は
既
に
東
北
有
数
の
ア

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
件
数
を
誇
る
施

設
で
す
が
、
現
在
は
こ
う
し
た

新
し
い
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
や
手
法

を
駆
使
し
て
、
致
死
性
不
整
脈

を
含
む
心
室
性
不
整
脈
に
対
す

る
高
度
専
門
治
療
を
担
う
全
国

で
も
数
少
な
い
ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
機
能
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
循
環
器

内
科
医
の
ほ
か
、
高
度
な
技
能

と
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
看
護

師
、
臨
床
工
学
技
師
、
放
射
線

技
師
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
治

療
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く

中
、
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の

東
北
開
催
の
最
優
秀
演
題
賞
を

弘
前
大
学
へ
も
た
ら
す
責
務
を

果
た
せ
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に

高
度
な
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療

を
可
能
と
す
る
チ
ー
ム
力
の
賜

物
で
あ
り
、
診
療
科
長
の
富
田

泰
史
先
生
を
は
じ
め
、
演
題
発

表
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
木
村
正
臣
先
生
、
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
手
術
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
今
後
も
こ
の
チ
ー
ム
力
が

継
続
さ
れ
、
不
整
脈
診
療
に
従

事
さ
れ
る
後
進
の
先
生
へ
こ
の

バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て

青
森
県
立
中
央
病
院　

新
生
児
科　

佐　

藤　

理　

子

（
脳
血
管
病
態
学
講
座
）

第第
5656
回
日
本
小
児
腎
臓
病
学
会
学
術
集
会

回
日
本
小
児
腎
臓
病
学
会
学
術
集
会

　

二
〇
二
一
年
七
月
九
日-

十

日
、
高
知
県
に
お
い
て
第
五
十

六
回
日
本
小
児
腎
臓
病
学
会
学

術
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

CO
V

ID
-19

感
染
症
流
行
の
た

め
、
現
地
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
、
私
は
基
礎
・
遺

伝
子
関
連
部
門
に
お
い
て
「
抗

マ
ラ
リ
ア
薬
は
ヒ
ト
腎
糸
球
体

内
皮
細
胞
（GECs

）
で
のT

oll

様
受
容
体
３
（T

LR3

）
シ
グ

ナ
ル
を
介
し
た
炎
症
性
ケ
モ
カ

イ
ン
の
発
現
を
抑
制
す
る
」
と

い
う
演
題
で
口
演
発
表
の
機
会

を
得
ま
し
た
の
で
、
許
可
を
い

た
だ
い
た
上
で
現
地
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。

　

抗
マ
ラ
リ
ア
薬
は
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
（SLE

）
の

治
療
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
機
序
は
ま
だ
不
明

な
点
が
多
い
で
す
。
自
然
免
疫

受
容
体
で
あ
るT

LR3

を
刺
激

す
る
こ
と
に
よ
り
、GECs

か

ら
炎
症
性
ケ
モ
カ
イ

ン
が
分
泌
さ
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
が
、
抗
マ
ラ
リ
ア

薬
をGECs

に
予
め

添
加
す
る
と
、
炎
症

性
ケ
モ
カ
イ
ン
の
分

泌
が
抑
制
さ
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
作
用
点
が
薬
剤
の

種
類
（
ク
ロ
ロ
キ

ン
、
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ク

ロ
ロ
キ
ン
）
に
よ
っ

て
異
な
る
こ
と
が
今

回
初
め
て
分
か
り
、

こ
れ
が
機
序
解
明
の

一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
全
国
学
会
に
お
け

る
口
演
で
、
さ
ら
に
小
児
腎
臓

領
域
に
お
け
る
高
名
な
先
生
か

ら
の
質
問
は
中
々
厳
し
い
も
の

で
、
と
て
も
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
発
表
を
楽
し
む
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

各
部
門
の
中
か
ら
、
一
題
ず

つ
「
優
秀
演
題
奨
励
賞
」
が
選

出
さ
れ
ま
す
が
、
当
部
門
に
お

い
て
は
神
戸
大
学
でA

lport

症
候
群
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る

先
生
が
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
エ
ク
ソ
ン
ス
キ
ッ
ピ
ン
グ

療
法
に
つ
い
て
で
あ
り
、
今
後

の
実
用
化
が
非
常
に
期
待
さ
れ

る
も
の
で
し
た
。
今
回
、
私
は

優
秀
演
題
賞
と
い
う
こ
と
で

「
参
加
賞
」
の
よ
う
な
位
置
付

け
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
後

の
励
み
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
地
へ
参
加
さ
れ
て
い
る
先

生
は
多
く
は
な
か
っ
た
で
す
が
、

発
表
が
終
わ
っ
た
後
に
、
他
大

学
の
先
生
か
ら
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
現

地
参
加
な
ら
で
は
で
あ
り
、

CO
V

ID
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感
染
症
が
一
刻
も

早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
ご
時
世
で
な
け

れ
ば
高
知
県
の
観
光
も
楽
し
み

た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

回
は
我
慢
を
し
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
小
児
科
の
臨

床
現
場
で
働
き
な
が
ら
、
疑
問

に
思
う
こ
と
を
集
め
て
研
究
に

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
御
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
脳
血
管
病
態
学
講

座
の
先
生
方
、
小
児
科
学
講
座

の
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て

放
射
線
診
断
科　

医
員　

辰　

尾　

宗
一
郎

第第
144144
回
日
本
医
学
放
射
線
学
会
北
日
本
地
方
会

回
日
本
医
学
放
射
線
学
会
北
日
本
地
方
会

　

卒
後
七
年
目
で
放
射
線
診
断

科
に
所
属
し
て
い
る
辰
尾
宗
一

郎
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
二
〇
二
一
年
七
月

に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
さ
れ
た
第
百
四

十
四
回
日
本
医
学
放
射
線
学
会

北
日
本
地
方
会
診
断
部
門
で
優

秀
演
題
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

発
表
演
題
は
、「
口
腔
内
環

境
が
脳
容
積
に
与
え
る
影
響

： 
A

 rural Japanese population 
study

」
で
す
。
日
本
は
高
齢

化
社
会
で
あ
り
、
認
知
症
は
社

会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
脳
に
は
、
脳
予
備
能
と
い

う
概
念
が
あ
り
、
脳
容
積
の
減

少
は
認
知
機
能
低
下
の
リ
ス
ク

因
子
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
研
究
は
、
口
腔
内
環
境

の
悪
化
は
脳
の
萎
縮
に
影
響
を

与
え
る
と
い
う
仮
説
を
検
証
す

る
も
の
で
す
。
概
要
は
、
い
き

い
き
健
診
参
加
者
二
千
三
百
九

十
人
を
対
象
と
し
、
口
腔
内
環

境
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
残

存
歯
数
と
舌
圧
と
い
う
二
つ
の

因
子
と
、
全
参
加
者
の
画
像
か

ら
抽
出
し
た
全
灰
白
質
容
積
、

白
質
容
積
、
海
馬
容
積
と
の
間

の
関
連
性
に
つ
い
て
重
回
帰
分

析
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
残
存

歯
数
の
低
下
と
低
舌
圧
は
全
白

質
容
積
の
減
少
と
有
意
に
相
関

し
ま
し
た
。
残
存
歯
数
の
低
下

は
、歯
周
病
に
関
連
し
て
お
り
、

歯
周
病
に
よ
る
慢
性
炎
症
は
、

大
脳
白
質
のSm

all vessel 
disease

と
関
連
し
ま
す
。
ま

た
、
低
舌
圧
は
嚥
下
や
会
話
と

い
っ
た
頭
頸
部
機
能
と
関
連

し
、
こ
の
機
能
低
下
が
口
腔
内

か
ら
三
叉
神
経
領
域
の
刺
激
低

下
が
影
響
し
、
脳
の
容
積
減
少

に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
今
回
の
横
断
研
究
か
ら

は
、
口
腔
内
環
境
の
悪
化
は
脳

容
積
減
少
の
原
因
で
あ
る
か
結

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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櫻
井
記
念
医
学
研
究
賞
は
株

式
会
社
丸
大
サ
ク
ラ
ヰ
薬
局

（
代
表
取
締
役

：

櫻
井
清
氏
）

か
ら
の
ご
寄
附
を
原
資
と
し
て

平
成
二
十
九
年
度
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
特
別
賞
は
一
件
三
百

万
円
以
内
、
若
手
奨
励
賞
は
二

件
百
万
円
以
内
と
し
て
お
り
、

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
国
際
共
同
研
究
の
実
績
だ

け
で
な
く
、
今
後
の
研
究
計
画

を
審
査
し
、
受
賞
者
に
は
研
究

論
文
を
成
果
と
し
て
求
め
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
四
回
と
な
る
今
年
度
は
四

月
に
公
募
を
開
始
し
、
特
別
賞

に
は
三
名
、
若
手
奨
励
賞
に
は

五
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
推
進
委
員
会
に
お
け
る
選

考
の
結
果
、
特
別
賞
に
は
テ

ニ
ュ
ア
の
飛
澤
悠
葵
助
教
（
研

究
課
題

：

腫
瘍
免
疫
に
お
け
る

細
胞
膜
貫
通
型
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

分
解
酵
素
の
役
割
）
に
決
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
若
手
奨
励
賞

に
は
、
病
理
生
命
科
学
講
座
の

吉
澤
忠
司
助
教
（
研
究
課
題

：

T
issue clearing

法
を
用
い
た
胆

道
・
膵
臓
癌
の
神
経
周
囲
浸
潤

の
３
次
元
画
像
解
析
）
と
地
域

救
急
医
療
学
講
座
の
村
井
康
久

助
手
（
研
究
課
題

：

炎
症
性
腸

疾
患
の
難
治
化
に
お
け
る
抗
癌

剤
感
受
性
遺
伝
子Schlafen11

の
臨
床
的
意
義
）
に
決
定
致
し

ま
し
た
。

　

昨
年
はCO

V
ID

-19

禍
の
こ

と
も
あ
り
、
櫻
井
様
の
御
臨
席

は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
は
幸
い
な
こ
と
に
御
臨
席

賜
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
令

和
三
年
九
月
三
日
に
医
学
研
究

科
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
四

　

こ
の
た
び
第
四
回
櫻
井
医
学

研
究
賞
特
別
賞
に
選
出
い
た
だ

き
大
変
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
は
賞
の
設
立
、
運
営

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生

方
、
職
員
の
皆
様
、
ま
た
原
資

を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
株

式
会
社
丸
大
サ
ク
ラ
ヰ
薬
局
の

櫻
井
清
様
に
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
く

研
究
テ
ー
マ
は
「
腫
瘍
免
疫
に

お
け
る
細
胞
膜
貫
通
型
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
分
解
酵
素
の
役
割
」
で

す
。
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
は
健
康
食

品
や
化
粧
品
な
ど
の
分
野
で
水

分
保
持
能
力
が
高
く
、
保
湿
効

果
が
高
い
こ
と
か
ら
よ
く
耳
に

す
る
物
質
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
は
実
際
の
と
こ

ろ
二
種
類
の
糖
が
交
互
に
連

な
っ
た
巨
大
な
ポ
リ
マ
ー
状
の

糖
鎖
で
あ
り
、
生
体
に
お
い
て

は
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス 

（
Ｅ

Ｃ
Ｍ
） 

の
主
要
な
成
分
と
し
て

豊
富
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ

の
性
状
は
熱
を
加
え
た
水
溶
き

片
栗
粉
の
よ
う
に
透
明
か
つ
弾

性
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
水
分

保
持
能
力
も
高
い
こ
と
か
ら
皮

膚
の
保
護
に
有
効
で
あ
る
こ
と

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
機
能
は
細
胞
単
体
に
と
っ

て
も
類
似
の
作
用
が
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
癌

細
胞
に
お
い
て
は
こ
の
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
を
主
要
な
成
分
と
し
た

ジ
ェ
ル
状
の
層
構
造
を
細
胞
表

面
に
保
持
す
る
こ
と
で
免
疫
細

胞
の
攻
撃
か
ら
自
身
を
保
護
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
層
を

破
壊
す
る
こ
と
が
腫
瘍
排
除
に

重
要
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
構
に
お
い

て
免
疫
細
胞
の
細
胞
表
面
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
分
解
活
性
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
責
任
分
子

第
４
回
櫻
井
医
学
研
究
賞
授
賞
式

医
学
研
究
科
長　

医
学
研
究
科
長　

廣　

田　

和　

美

廣　

田　

和　

美

回
櫻
井
記
念
医
学
研
究
賞
授
賞

式
が
、
福
田
眞
作
学
長
に
も
ご

列
席
頂
き
行
わ
れ
、
医
学
研
究

科
長
挨
拶
の
後
、
今
回
の
受
賞

者
に
助
成
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
福
田
学
長
並
び
に
櫻
井
社

長
よ
り
お
祝
い
の
お
言
葉
が
あ

り
、
続
い
て
受
賞
者
か
ら
は
挨

拶
と
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究

に
関
す
る
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
参
加
者
全
員
で
記

念
撮
影
を
行
い
、
式
は
終
了
致

し
ま
し
た
。

　

研
究
の
継
続
に
は
、
ア
イ
デ

ア
と
研
究
環
境
並
び
に
研
究
費

が
必
要
で
す
。
こ
の
賞
が
、
弘

前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
に

お
け
る
国
際
共
同
研
究
の
発
展

と
若
手
研
究
者
の
支
援
に
貢
献

し
て
い
る
と
授
賞
式
を
通
し
て

確
信
致
し
ま
し
た
。

特
別
賞
を
受
賞
し
て

テ
ニ
ュ
ア　

助
教　

飛　

澤　

悠　

葵

は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
の
三
月
ま
で
留

学
し
て
い
た
米
国Sanford 

B
urnham

 Prebys M
edical 

D
iscovery Institute

のY
u 

Y
am

aguchi

研
究
室
と
の
共

同
研
究
に
よ
り
、
本
研
究
で

注
目
す
るT

ransm
em

brane 
protein-2 

（T
M

EM
2

） 

が
細
胞

表
面
で
機
能
す
る
ヒ
ア
ル
ロ
ニ

ダ
ー
ゼ
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ

の
活
性
は
Ｅ
Ｃ
Ｍ
や
標
的
細
胞

と
の
接
触
部
位
で
よ
り
強
く
発

揮
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、TM

EM
2

は

免
疫
細
胞
、特
にN

atural K
iller 

（
Ｎ
Ｋ
） 

細
胞
表
面
に
発
現
し

て
い
る
こ
と
、T

M
EM

2

欠
損

Ｎ
Ｋ
細
胞
は
抗
腫
瘍
活
性
が
低

下
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
た
め
細
胞
膜
貫
通
型
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
分
解
酵
素T

M
EM

2

が

腫
瘍
細
胞
上
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

を
分
解
し
抗
腫
瘍
免
疫
を
亢
進

し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
立
て

ま
し
た
。
本
研
究
の
成
果
は
、

細
胞
表
面
マ
ー
カ
ー
が
全
く
同

じ
癌
細
胞
が
免
疫
細
胞
に
対
し

感
受
性
が
異
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
治
療
標
的
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
免

疫
機
構
に
お
け
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
分
解
活
性
の
研
究
は
ウ
ィ
ル

ス
感
染
細
胞
に
お
い
て
も
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
合
成
酵
素
の
発
現
上

昇
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

CO
V

ID
-19

の
患
者
肺
組
織
で

は
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
が
高
濃
度
に

存
在
す
る
と
い
う
報
告
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
に
感
染
し
た
患
者
に
お
い
て

T
M

EM
2

の
遺
伝
子
多
型
が
検

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
ウ
ィ

ル
ス
感
染
細
胞
に
対
す
る
機
能

と
し
て
今
後
も
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
意
義
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
れ
ま
で
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
た
泌
尿
器
科

学
講
座
の
大
山
教
授
や
先
生

方
、
共
同
研
究
者
の
先
生
方
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
実
に
な
る
か
ど
う
か
も
わ
か

ら
な
い
基
礎
研
究
の
テ
ー
マ
で

す
が
、
今
回
い
た
だ
い
た
特
別

賞
を
励
み
に
研
究
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
手
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

病
理
生
命
科
学
講
座　

助
教　

吉　

澤　

忠　

司

　

こ
の
度
は
、
第
四
回
櫻
井
医

学
研
究
賞
若
手
奨
励
賞
を
受
賞

さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま

し
た
。
本
研
究
賞
に
関
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
く
だ
さ
い
ま

し
た
、
株
式
会
社
丸
大
サ
ク
ラ

ヰ
薬
局
、
櫻
井
清
様
並
び
に
関

係
者
の
皆
様
、
選
考
委
員
の
先

生
方
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
回
助
成
し
て
頂
く
テ
ー
マ
は
、

「T
issue clearing

法
を
用
い
た

胆
道
・
膵
臓
癌
神
経
周
囲
浸
潤

の
３
次
元
画
像
解
析
」
で
す
。

胆
道
癌
・
膵
癌
を
日
々
病
理
診

断
し
て
お
り
ま
す
と
、
そ
の
病

理
組
織
学
的
特
徴
と
し
て
、
癌

の
神
経
周
囲
浸
潤
の
頻
度
が
多

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
胆

道
・
膵
臓
周
囲
に
は
腹
腔
動

脈
・
総
肝
動
脈
と
い
っ
た
重
要

な
動
脈
が
存
在
し
、
そ
の
周
囲

に
、
神
経
が
神
経
叢
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
癌
細
胞
は
そ
の
神

経
叢
に
容
易
に
浸
潤
し
、
主
要

な
血
管
を
取
り
巻
く
よ
う
に
増

生
、
結
果
、
外
科
切
除
不
能
と

な
る
症
例
が
多
数
認
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
よ

り
、
胆
道
癌
・
膵
癌
は
、
発
見

時
に
す
で
に
切
除
不
能
症
例
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
神
経
周
囲

浸
潤
は
、
脈
管
侵
襲
と
と
も

に
、
胆
道
癌
・
膵
癌
の
悪
性
度

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

癌
と
神
経
と
の
関
係
、
腫
瘍
胞

巣
に
お
け
る
神
経
新
生
、
癌
細

胞
が
ど
の
よ
う
に
神
経
周
囲
に

浸
潤
す
る
か
に
つ
い
て
、
詳
細

な
三
次
元
構
造
を
明
ら
か
に
し

た
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
本
研
究
で
は
、
新
た
な
手

法
で
あ
るT

issue clearing 

法

を
用
い
て
癌
細
胞
の
神
経
周
囲

浸
潤
の
三
次
元
構
造
、
そ
し
て
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
病
理
組
織
を
利
用
し
た

T
issue clearing

法
、
３
次
元
画

像
解
析
方
法
は
、D

epartm
ent 

of Pathology, Johns H
opkins 

M
edical Institutions

留
学
中

に
学
ん
だ
技
術
で
す
。Hopkins

で
は
こ
の
手
法
を
用
い
て
、
膵

癌
の
静
脈
侵
襲
像
の
解
析
、
胆

道
癌
の
悪
性
度
と
浸
潤
病
巣
の

３
次
元
形
態
解
析
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。
人
体
癌
組
織
標
本

を
用
い
た
３
次
元
画
像
解
析
は

ま
だ
世
界
的
に
も
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
技
術
で
す
。
こ
の
技
術

を
利
用
し
て
、
少
し
で
も
神
経

周
囲
浸
潤
の
病
態
解
明
に
貢
献

出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
留
学
に
関
し
て

は
、
以
前
の
医
学
部
ウ
ォ
ー

カ
ー
で
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
留
学
中
印
象
に

残
っ
て
い
る
事
と
し
て
、
共
同

研
究
の
多
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
私
が
所
属
し
て
い
たLab

は
、
主
に
膵
癌
の
病
理
学
的
解

析
を
行
っ
て
い
るLab

で
し
た

が
、
病
理
組
織
学
的
な
研
究
だ

け
で
な
く
、
発
癌
に
関
す
る
遺

伝
子
解
析
、
切
除
検
体
か
ら
作

製
さ
れ
る
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
を

使
っ
た
実
験
、
そ
し
て
、
家
族

性
膵
癌
の
大
規
模
コ
ホ
ー
ト
を

利
用
し
た
研
究
と
多
彩
で
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
決
し
て
一
つ

のLab

で
研
究
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
のLab

の

強
み
を
活
か
し
て
、H

opkins

だ
け
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

果
で
あ
る
か
は
不
明
な
た
め
、

因
果
関
係
に
つ
い
て
は
追
跡
調

査
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
研
究
の
強
み
と
し
て
、

多
数
の
参
加
者
に
対
し
口
腔
内

環
境
検
査
と
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
結
果
の
信
頼
性

が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
で
は
画
像
解
析

ソ
フ
ト
を
使
用
し
、
多
数
の
被

験
者
の
画
像
解
析
を
行
い
、
現

時
点
で
多
数
の
デ
ー
タ
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は

画
像
デ
ー
タ
と
岩
木
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
豊
富
な
臨
床
デ
ー
タ
を

利
用
し
、
様
々
な
分
野
で
研
究

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進

機
構
の
中
路
重
之
特
任
教
授
を

始
め
と
し
た
、
い
き
い
き
健
診

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
の
方
々

に
御
協
力
を
頂
き
、
膨
大
な
臨

床
デ
ー
タ
を
使
用
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
本
研
究
は
社
会
医
学

講
座
、
歯
科
口
腔
外
科
学
講

座
、
附
属
病
院
医
療
情
報
部
の

先
生
方
と
の
共
同
研
究
で
す
。

ま
た
、
放
射
線
診
断
学
講
座
の

掛
田
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
先

生
方
に
ご
指
導
、
ご
助
言
を
頂

き
ま
し
た
。
研
究
に
携
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
の
受
賞
を
励
み
に
し
て
、
臨

床
・
研
究
活
動
に
精
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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こ
の
度
第
四
回
櫻
井
記
念
医

学
研
究
賞
若
手
奨
励
賞
を
頂

き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

賞
の
原
資
を
ご
寄
附
く
だ
さ
い

ま
し
た
株
式
会
社
丸
大
サ
ク
ラ

ヰ
薬
局
の
代
表
取
締
役 

櫻
井

清
様
並
び
に
選
考
に
関
わ
ら
れ

た
先
生
方
関
係
者
の
皆
様
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
『
炎
症
性
腸
疾
患
の
難

治
化
に
お
け
る
抗
癌
剤
感
受
性

遺
伝
子Schlafen11

の
臨
床
的

意
義
』
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
で

応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Schlafen11

（SLF
N

11

：

シ
ュ
ラ
ー
フ
ェ
ン 

イ
レ
ブ
ン
）

は
複
数
の
大
規
模
が
ん
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
解
析
に
よ
り
Ｄ
Ｎ
Ａ

標
的
抗
癌
剤
に
対
す
る
感
受
性

遺
伝
子
と
し
て
二
〇
一
二
年
に

同
定
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
中
で

普
及
し
て
い
る
癌
細
胞
株
の
約

半
数
でSLFN

11

の
発
現
を
認

め
、
分
子
生
物
学
的
研
究
の
結

果
、
腫
瘍
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
損
傷
が
生

じ
た
際
に
そ
の
複
製
フ
ォ
ー
ク

にSLFN
11

が
誘
導
さ
れ
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
複
製
の
進
行
を
阻
害
す
る

機
序
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
に
は

フ
ァ
ン
コ
ニ
貧
血
細
胞
に
お
い

てSLFN
11

が
ゲ
ノ
ム
分
解
を

促
進
し
て
不
安
定
化
さ
せ
る
こ

と
が
京
都
大
学
の
研
究
チ
ー
ム

よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
近

年
、
各
癌
腫
に
お
け
る
臨
床
的

検
討
に
お
い
て
も
、SLFN

11

陽
性
腫
瘍
は
陰
性
腫
瘍
と
比
べ

予
後
が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
汎
用
性
の
高

い
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と
し
て
の

応
用
が
今
後
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、SLFN

11

は
ウ
イ
ル

ス
増
殖
の
抑
制
、
自
然
免
疫
応

答
な
ど
免
疫
学
領
域
へ
の
関
与

が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
ト
線

維
芽
細
胞
、
単
球
細
胞
並
び
に

単
球
由
来
樹
状
細
胞
に
お
い
て

T
ype I IFN

、poly-IC

、poly-
dA

dT

がSLFN
11

を
誘
導
す

る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
ト
正
常
細
胞
に
お
け
る

SLFN
11

の
発
現
は
臓
器
選
択

的
で
あ
り
、
細
胞
の
ホ
メ
オ
ス

タ
シ
ス
へ
の
関
与
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
機
能
は
未

だ
に
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

私
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
か

ら
米
国N

ational Institutes of 
H

ealth

（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）、N

ational 
Cancer Institute

（
Ｎ
Ｃ
Ｉ
）

に
てY

ves Pom
m

ier

博
士
の

も
と
で
研
究
留
学
を
行
い
、

SLFN
11

の
研
究
に
従
事
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
①

SLFN
11

が
腫
瘍
細
胞
株
に
お

い
て
Ｅ
Ｒ
ス
ト
レ
ス
と

unfolded protein response

を
抑
制
す
る
、
②
Ｊ
Ａ
Ｋ
機
能

獲
得
変
異
を
有
す
る
複
数
の
白

血
病
細
胞
株
でSLFN

11

が
過

剰
発
現
し
て
お
り
、SLFN

11

の
発
現
は
Ｊ
Ａ
Ｋ
阻
害
薬
で
抑

制
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

パ
、
中
国
と
い
っ
た
多
国
間
の

Lab

と
共
同
で
研
究
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
日
本
で
は
（
少
な

く
と
も
私
の
環
境
で
は
）、
ま

だ
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
な

く
、
今
後
本
研
究
基
金
を
活
か

し
て
、
国
外
だ
け
で
な
く
、
国

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

内
、
ま
た
、
他
講
座
の
先
生
方

と
協
力
し
て
、
少
し
ず
つ
研
究

成
果
を
上
げ
ら
れ
た
ら
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。　

　

同
時
期
に
、
東
京
医
科
歯
科

大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
よ
り
潰

瘍
性
大
腸
炎
（
Ｕ
Ｃ
）
患
者
の

腸
管
粘
膜
上
皮
な
ら
び
に
Ｕ

Ｃ
患
者
由
来
の
腸
管
オ
ル
ガ

ノ
イ
ド
モ
デ
ル
に
お
い
て
、

SLFN
11

の
発
現
が
亢
進
し
て

お
り
、
過
剰
な
ア
ポ
ト
ー
シ
ス

が
誘
導
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
Ｕ
Ｃ
の
内
科

的
治
療
は
抗T

N
F
α

抗
体
を
は

じ
め
と
し
た
生
物
学
的
製
剤
の

登
場
に
よ
り
大
き
く
進
歩
し
ま

し
た
が
、
難
治
症
例
や
長
期
経

　

平
成
三
十
年
に
続
き
二
回
目

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
私
の

講
義
を
聞
い
て
評
価
し
て
く
だ

さ
っ
た
学
生
の
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
嬉

し
く
、
光
栄
に
思
っ
て
い
ま

す
。
学
生
時
代
の
私
は
、
講
義

に
九
十
分
つ
い
て
い
く
こ
と
が

難
し
く
、
す
ぐ
に
飽
き
て
し
ま

う
、
す
ぐ
に
眠
く
な
っ
て
し
ま

う
タ
イ
プ
で
し
た
。
学
生
時
代

に
誰
よ
り
も
講
義
を
聞
い
て
い

な
か
っ
た
私
が
、
講
義
を
頑

張
っ
て
い
る
な
ん
て
、
同
級
生

の
み
ん
な
は
す
ご
く
驚
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

腎
臓
は
尿
を
作
る
臓
器
、
生

命
維
持
の
た
め
に
必
須
な
臓
器

で
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に「
糸

球
体
」
と
い
う
血
液
を
ろ
過
す

る
装
置
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

ま
さ
に
「
毛
細
血
管
で
作
ら
れ

た
フ
ィ
ル
タ
ー
」
で
、
一
生
取

り
換
え
の
き
か
な
い
も
の
で

す
。
そ
う
考
え
る
と
、
腎
臓
を

大
事
に
し
な
き
ゃ
。
と
い
う
思

い
が
湧
い
て
き
ま
せ
ん
か
。
こ

の
よ
う
に
腎
臓
の
は
た
ら
き

は
、
血
管
年
齢
、
も
っ
と
言
う

と
余
命
と
大
変
関
係
が
強
い
で

す
。
さ
ら
に
、
体
内
環
境
を
一

定
に
保
つ
た
め
、
ろ
過
を
し
た

あ
と
に
「
尿
細
管
」
で
は
、
必

要
な
も
の
を
回
収
し
た
り
、
さ

ら
に
ゴ
ミ
捨
て
す
る
機
能
も
つ

い
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に

「
腎
臓
っ
て
、
な
ん
て
す
ご
い

の
だ
ろ
う
！
」
と
い
う
私
自
身

が
感
動
し
た
こ
と
を
、
学
生
さ

ん
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

腎
臓
病
の
病
態
解
明
は
、
近

年
目
覚
ま
し
く
進
ん
で
い
ま

す
。
授
業
に
あ
た
っ
て
は
、
学

生
さ
ん
が
す
で
に
病
理
学
や
生

理
学
で
学
ん
だ
知
識
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
病
気
の
疾
患
概

念
を
し
っ
か
り
理
解
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
腎
臓
病
で
は
、
浮
腫

な
ど
の
症
状
で
病
気
が
判
明
す

る
場
合
は
ま
だ
良
く
、
症
状
の

な
い
患
者
さ
ん
が
多
い
で
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
正
し
く

病
気
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
時

に
は
、
副
作
用
の
リ
ス
ク
が
大

き
い
治
療
を
受
け
て
頂
い
た

り
、
減
量
、
減
塩
な
ど
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
頂
い

た
り
す
る
に
は
納
得
の
い
く
説

明
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
病
気

を
拒
絶
し
て
し
ま
う
人
が
、
怖

が
り
で
真
面
目
な
性
格
で
あ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
正
解

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ん

の
性
格
や
受
け
入
れ
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
ち
ょ
う
ど
よ
い

　

こ
の
度
は
、「
令
和
三
年
度

教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を

上
げ
た
教
員
」
と
し
て
表
彰
頂

き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
身
に
余
る
名

誉
に
大
変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
青
森
県
立
八
戸
高
等

学
校
を
卒
業
後
に
本
学
に
入

学
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）

年
卒
業
、
同
年
本
学
内
科
学
第

一
講
座
（
現
・
消
化
器
血
液
内

科
学
講
座
）
に
入
局
し
ま
し

た
。
学
生
時
代
に
臨
床
研
修
で

目
に
し
た
消
化
器
内
視
鏡
に
心

を
奪
わ
れ
て
、〝
カ
ッ
コ
い
い

消
化
器
内
視
鏡
医
〟
に
な
る
ぞ

と
当
時
は
息
巻
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
二
十
年
後
に
〝
教
育
に

関
し
て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た

教
員
〟
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
な

ど
、
夢
に
も
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
入
局
後
は
、
弘
前

大
学
医
学
部
附
属
病
院
・
青
森

県
立
中
央
病
院
・
黒
石
病
院
・

三
沢
市
立
三
沢
病
院
で
の
充
実

し
た
初
期
研
修
を
経
て
大
学
院

（
専
攻

：

細
菌
学
）
に
入
学
、

細
菌
学
講
座
（
現
・
感
染
生
体

防
御
学
講
座
）
で
基
礎
研
究
に

没
頭
、
学
位
取
得
後
は
関
連
病

院
（
青
森
県
立
中
央
病
院
、
弘

前
市
立
病
院
）
で
消
化
器
内
科

医
と
し
て
の
研
鑚
を
積
み
、
平

成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
に

大
学
に
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

小
・
中
・
高
・
大
学
・
大
学

院
時
代
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も

決
し
て〝
優
等
生
〟で
は
な
く
、

先
生
方
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

続
け
た
〝
ダ
メ
学
生
〟
だ
っ
た

私
が
、
将
来
、
命
を
救
う
こ
と

で
誰
か
の
人
生
を
大
き
く
左
右

す
る
、
間
接
的
に
日
本
あ
る
い

は
世
界
を
大
き
く
変
え
得
る
職

業
で
あ
る
医
師
と
な
る
優
秀
な

学
生
さ
ん
や
医
局
の
若
手
を
教

育
す
る
立
場
と
な
っ
た
わ
け
で

す
。
…
が
、
特
に
心
を
入
れ
替

え
て
頑
張
っ
た
わ
け
で
も
な

く
、
あ
り
の
ま
ま
の
〝
元
・
ダ

メ
学
生
〟
と
し
て
一
緒
に
勉
強

す
る
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や

す
く
医
学
の
面
白
さ
を
共
有
す

る
、
と
い
う
姿
勢
で
自
分
自
身

も
楽
し
み
つ
つ
、
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
臨
床
講
義
に
関
し

て
は
、
自
分
自
身
が
苦
手
だ
っ

た〝
血
管
炎
〟の
担
当
と
な
り
、

は
じ
め
は
「
ゲ
ッ
！
」
と
思
い

ま
し
た
が
、
得
意
の
〝
ダ
メ
学

生
〟
目
線
で
国
試
問
題
も
内
容

に
盛
り
込
ん
で
、
一
緒
に
勉
強

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
学
生
さ

ん
に
教
え
る
こ
と
で
理
解
も
深

教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
教
員
を
受
賞
し
て

教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
教
員
を
受
賞
し
て

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

地
域
医
療
学
講
座　

准
教
授　

島　

田　

美
智
子

（
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座
）

消
化
器
内
科
，
血
液
内
科
，
膠
原
病
内
科

 

講
師　

平　

賀　

寛　

人

ま
り
、
思
わ
ぬ
質
問
に
対
応
す

る
こ
と
で
さ
ら
に
磨
き
が
か
か

る
…
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
医

師
、（
エ
セ
）
教
員
と
し
て
大

き
く
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
頂

い
た
気
が
し
ま
す
。
今
回
で
終

わ
り
で
は
な
く
、
次
回
・
次
々

回
と
表
彰
し
て
頂
け
る
よ
う
、

さ
ら
に
医
師
・
教
員
と
し
て
の

戦
闘
力
を
学
生
さ
ん
・
若
手
と

と
も
に
日
々
磨
き
上
げ
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
〝
ダ
メ

学
生
〟〝
ダ
メ
若
手
〟
だ
っ
た

私
を
見
捨
て
ず
に
根
気
強
く
指

過
中
に
炎
症
性
発
癌
を
伴
う
症

例
も
あ
り
、
治
療
薬
選
択
と
癌

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
最
適
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

Ｎ
Ｃ
Ｉ
と
の
国
際
共
同
研
究
を

含
め
炎
症
性
腸
疾
患
に
お
け
る

SLFN
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の
生
物
学
的
な
ら
び

に
臨
床
的
意
義
の
研
究
に
邁
進

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
未
だ
駆
け
出
し
の
研
究

者
で
あ
り
、
今
後
も
先
生
方
の

御
指
導
御
鞭
撻
を
賜
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
そ
の
際
は
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ペ
ー
ス
で
指
導
や
治
療
を
す
す

め
て
い
く
、
そ
う
い
う
患
者
中

心
医
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
ど
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
に
よ
り
国
家
試
験
の

プ
ロ
が
、
予
備
校
の
よ
う
な
効

率
的
な
講
義
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
な
か
で
、
弘
前
大

学
の
授
業
も
聞
い
て
み
よ
う
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
教
科

書
的
知
識
の
ほ
か
に
も
、
そ
の

と
き
の
心
の
ま
ま
に
、
ど
ん
な

思
い
で
診
療
し
て
い
る
か
、
少

し
ず
つ
お
伝
え
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

導
し
て
下
さ
っ
た
多
く
の
先
生

方
、
高
い
評
価
を
し
て
く
れ
た

学
生
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
て
筆

を
お
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
! !



医学部ウォーカー第 99 号令和 3年 12 月 15 日
　

本
年
十
月
五
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
令
和
三
年
度
弘
前
大
学

医
学
部
解
剖
体
慰
霊
祭
は
昨
年

度
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
よ

り
白
菊
会
総
会
と
と
も
に
弘
前

市
民
会
館
で
の
開
催
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
夏
よ
り
生
じ
た
感
染
第

五
波
の
状
況
を
鑑
み
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
ご
遺
族
を
初

め
参
列
者
の
方
々
の
安
全

を
確
保
す
る
の
が
困
難
で

あ
ろ
う
と
の
こ
と
か
ら
、

今
年
度
も
慰
霊
祭
の
開
催

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
本

学
に
ご
献
体
頂
き
ま
し
た

御
霊
に
対
し
て
敬
意
を
表

す
場
を
再
び
失
っ
て
は
な

ら
な
い
と
の
廣
田
和
美
医

学
部
長
の
ご
英
断
に
よ

り
、
関
係
代
表
者
の
み
で

弘
前
大
学
医
学
部
慰
霊
施

設
を
参
拝
し
、
式
を
執
り

行
う
機
会
を
与
え
て
頂
き

ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
同
日
の

午
後
二
時
よ
り
、
廣
田 

医
学
部
長
、
大
山
力 

病

院
長
、
齋
籐
陽
子 

保
健

学
科
長
、
学
生
代
表
と
し

て
医
学
科
三
年
生
の
藤
田

爽
佳
さ
ん
と
保
健
学
科
四

年
生
の
山
道
未
聖
さ
ん
、

そ
し
て
人
体
解
剖
に
関
連

す
る
講
座
を
代
表
し
て
鬼

島
宏 

教
授
（
医
学
研
究

科
病
理
生
命
科
学
講
座
）、

高
橋
識
志 

教
授
（
医
学

研
究
科
法
医
学
講
座
）、

黒
瀬
顕 

教
授
（
医
学
研

究
科
病
理
診
断
学
講
座
）、
敦

賀
英
知 

教
授
（
保
健
学
研
究

科
放
射
線
技
術
科
学
領
域
）
に

弘
前
市
墓
地
公
園
ま
で
ご
参
列

頂
き
、
参
拝
の
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
弘
前
大

学
長
期
納
骨
施
設
に
献
体
者
名

簿
を
納
め
ま
し
た
後
、
参
列
者

全
員
で
ご
献
体
頂
き
ま
し
た
御

霊
に
黙
祷
を
捧
げ
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
廣
田
医
学
部
長
よ
り
同
施

設
に
代
表
献
花
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

次
に
、
弘
前
大
学
埋
骨
施
設

に
移
動
し
、
全
員
で
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
廣
田
医

学
部
長
、
大
山
病
院
長
、
齋
籐

保
健
学
科
長
、
学
生
代
表
の
藤

田
さ
ん
と
山
道
さ
ん
、
続
い
て

参
列
者
全
員
に
よ
る
献
花
が
行

わ
れ
、
慰
霊
施
設
参
拝
は
滞
り

な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
下

で
の
参
拝
と
な
り
ま
し
た
が
、

関
係
諸
先
生
方
や
学
生
の
方
に

慰
霊
施
設
ま
で
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
献
体
者
慰
霊
の
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
を
参
列
者

の
一
員
と
し
て
大
変
う
れ
し
く

感
じ
た
一
日
で
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
波
も
よ

う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
よ
う
で
、
大
都
市
圏

で
は
非
常
事
態
宣
言
や
飲
食
店

の
時
短
営
業
等
が
解
除
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
状
態
が
長
く

続
き
、
来
年
度
は
ご
遺
族
の

方
々
や
弘
前
大
学
白
菊
会
を
初

め
ご
来
賓
の
方
々
を
お
招
き
し

て
本
学
学
生
と
と
も
に
従
来
の

様
式
で
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
う
ば
か

り
で
す
。

秋季学位記授与式
医学研究科長　廣　田　和　美

令和3年度

　

令
和
三
年
度
弘
前
大
学
及
び

弘
前
大
学
大
学
院
秋
季
学
位
記

授
与
式
が
、
令
和
三
年
九
月
三

十
日
㈭
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
、
弘
前
大
学
創
立
50
周
年
記

念
会
館
み
ち
の
く
ホ
ー
ル
に
お

い
て
行
わ
れ
、
五
十
名
に
学
位

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
秋
季
学

位
授
与
者
の
内
訳
は
、
学
士
学

位
授
与
者
二
十
二
名
、
修
士
学

位
授
与
者
十
名
、
博
士
学
位
授

与
者
十
八
名
（
こ
の
内
、
医
学

研
究
科
は
博
士
学
位
授
与
者
十

一
名
）
で
し
た
。
福
田
眞
作
学

長
よ
り
、
学
部
卒
業
生
お
よ
び

大
学
院
修
了
者
に
学
位
記
が
授

与
さ
れ
た
後
、
告
示
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
令
和

三
年
度
弘
前
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
秋
季
学
位
記
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
出
席
し
た
二
名
に
私

か
ら
学
位
記
を
授
与
致
し
ま
し

た
。
修
了
生
の
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ

り
お
慶
び
申
上
げ
ま
す
。

　

医
学
研
究
科
で
は
秋
季
学
位

授
与
者
が
毎
年
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
出
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
以
下

の
二
つ
の
理
由
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
一
つ

目
は
、
四
年
の
修
業

年
限
内
に
修
了
で
き

る
学
生
が
減
少
し
た

こ
と
で
す
。
大
学
院

が
部
局
化
さ
れ
た
平

成
十
九
年
度
か
ら
、

学
位
論
文
と
し
て
提

出
さ
れ
る
論
文
は
す

べ
て
査
読
制
の
あ
る

雑
誌
に
採
択
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
結
果
、
な

か
な
か
論
文
が
採
択

さ
れ
ず
、
四
年
生
と

し
て
留
年
す
る
学
生

が
増
加
し
た
こ
と
で

す
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
逆

に
修
業
年
限
短
縮
制
度
を
用
い

て
修
了
す
る
学
生
も
増
え
て
い

る
こ
と
で
す
。
医
学
研
究
科
で

は
、
優
れ
た
研
究
業
績
を
上
げ

た
学
生
に
つ
い
て
は
、
三
年
あ

る
い
は
三
年
半
で
修
了
す
る
こ

と
が
で
き
る
修
了
年
限
短
縮
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
春
季
入
学
で
半
年
早
く
修

了
す
る
学
生
と
秋
季
入
学
で
一

年
早
く
修
了
す
る
学
生
は
、
秋

季
学
位
記
授
与
式
で
学
位
を
授

与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
医
学
研
究
科
の
秋
季

修
了
生
は
甲
の
十
一
名
で
し
た

が
、
そ
の
内
一
名
は
修
業
年
限

短
縮
が
認
め
ら
れ
て
修
了
さ
れ

た
方
で
し
た
。

　

今
回
の
修
了
生
の
学
位
論
文

も
何
れ
も
素
晴
ら
し
い
内
容
で

あ
り
、
学
位
授
与
者
の
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
近
年
、
日
本
発
の
高

品
質
科
学
研
究
成
果
が
大
幅
に

減
少
（N

ature Index 2019

） 

し
て
お
り
、
修
了
生
は
学
位
取

得
が
ゴ
ー
ル
と
は
考
え
ず
ス

タ
ー
ト
と
肝
に
銘
じ
て
、
是
非

研
究
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

大
阪
大
学
、
大
阪
工
業
大

学
、
凸
版
印
刷
、
他
数
社
、
と

筆
者
の
研
究
チ
ー
ム
は
サ
シ
を

含
む
和
牛
肉
の
よ
う
な
培
養
肉

を
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
で
作
る
こ
と

に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
、
本

年
八
月
二
十
四
日
に
大
阪
大

３
Ｄ
培
養
肉
で
和
牛
の
サ
シ
ま
で
再
現

３
Ｄ
培
養
肉
で
和
牛
の
サ
シ
ま
で
再
現

学
、
弘
前
大
学
、
大
阪
工
業
大

学
で
同
時
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
大
阪
大
学
の
松
崎

典
弥
教
授
か
ら
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
平
成

三
十
年
度
「
探
索
加
速
型
」
研

究
開
発
事
業
と
し
て
公
募
さ
れ

た
「
将
来
の
環
境
変
化
に
対
応

す
る
革
新
的
な
食
糧
生
産
技
術

の
創
出
」
に
応
募
し
た
い
と
い

う
ご
相
談
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
松
崎
教
授
（
当
時
准
教

授
）
と
は
か
ね
て
よ
り
三
次
元

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

生
体
構
造
医
科
学
講
座　

教
授　

下　

田　
　
　

浩

　

将
来
医
療
職
を
目
指
す
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
医
師
と
の

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
令
和

三
年
八
月
十
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
開

始
さ
れ
た
こ
の
事
業
は
、
弘
前

市
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
医

学
研
究
科
が
共
催
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
で
八
年
目
と
な
り
ま

す
。
弘
前
市
内
の
八
中
学
校
か

ら
二
十
一
名
の
中
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

医
学
研
究
科
長
と
教
育
委
員

会
・
教
育
長
の
挨
拶
の
後
の
実

際
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
午
前
の

「
医
学
生
の
交
流
」、「
現
場
視

察
」、
午
後
の
「
若
手
医
師
と

の
交
流
」
の
三
部
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。医
学
科
生
五
名（
二

年
次
～
六
年
次
）
と
の
交
流
で

は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
や
意
見
交

換
・
質
問
が
行
わ
れ
、
身
体
所

見
を
取
る
実
習
な
ど
も
体
験
し

ま
し
た
。
現
場
視
察
は
、
附
属

病
院
病
理
部
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
中
学
生
の
皆
さ

ん
は
、
医
療
用
ガ
ウ
ン
・
医
療

用
手
袋
を
身
に
つ
け
る
と
多
少

緊
張
感
が
漂
い
ま
し
た
が
、
臆

す
る
こ
と
な
く
実
際
の
病
理
標

本
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
病
気

の
本
態
や
医
療
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。
昼
食
後

中
学
生
と
医
師
と
の

　
　
　
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
務
委
員
長　

鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座
・
教
授
）

は
、
附
属
病
院
で
活
躍
し
て
い

る
若
手
の
後
藤
真
一
医
師
（
耳

鼻
咽
喉
科
）・
藤
田
彩
香
医
師

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

と
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
か
ら
は
様
々
な
質
問
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
若
手
医

師
と
し
て
自
ら
の
体
験
意
見
を

も
と
に
、
大
変
さ
も
あ
る
が
や

り
が
い
や
喜
び
が
大
き
い
旨
を

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
に
と
っ
て
は
普
段
体

験
で
き
な
い
附
属
病
院
で
の
医

療
現
場
を
視
察
で
き
た
こ
と
に

加
え
て
、
現
役
の
医
学
生
や
医

師
か
ら
直
接
話
が
聞
け
た
こ
と

は
有
意
義
で
あ
っ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
中
学
生
の
皆
さ
ん

の
瞳
が
と
て
も
輝
い
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
か
ら
将
来
、

医
療
・
医
学
を
担
う
人
材
が
出

て
く
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
い

た
し
ま
す
。

慰
霊
施
設
参
拝

令
和
３
年
度

生
体
構
造
医
科
学
講
座　

教
授　

下　

田　
　
　

浩

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
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　この度は、医学生支援金に寄附
をいただき、本当にありがとうご
ざいました。
　私は、放射線診断学講座にてＭ
ＲＩに関する研究補助のアルバイ
トという形で参加させていただい
ております。そして、寄附の一部
をお給料という形で頂戴しており
ます。頂戴したお給料は、生活費
や医学書の購入など、大切に使っ
ております。
　ここ1、2年は新型コロナウイ
ルス感染症が猛威をふるってい
ることもあり、大学の外部でア
ルバイトを行うことが難しい状
況です。その為、このような制
度を設けて下った大学、そして
アルバイト学生を引き受けてい
ただいている研究室の先生方に
も、この場をお借りして感謝申
し上げます。

　多くの方の支援があって、学生
生活を送れていること、研究でき
ていることに感謝を忘れず、将来
は一人前の医師になって、医療提
供、医学研究の発展という形でこ
の御恩を還元したい所存です。
　最後になりますが、アルバイト
に参加している医学部の学生を代
表して、皆さまに感謝申し上げま
す。

医学生支援金への寄附の御礼

研究活動の様子

医学生支援金による医学生支援プロジェクト医学生支援金による医学生支援プロジェクト
～学生からのお礼メッセージ～～学生からのお礼メッセージ～

医学科４年　門　間　翔　太

　休日に医学部校舎内の教室
を開放し、学生が集中して学
習できる環境を設けていま
す。その際、感染対策に配慮
するために、学生アルバイト
による消毒・換気作業を行っ
ています。
　医学生にとっ
て、休日の勉強
場所が確保でき
ることは大変あ
りがたいことで
す。又、アルバ
イトを行う学生
からは、収入が
安定し、学習用

品を気兼ねなく買い揃えるこ
とができる、といった声も上
がっています。
　学生を代表し、このような
支援を行ってくださること
に、感謝申し上げます。

基礎大講堂開放の監督業務、
学生支援事業補助のアルバイトに従事

医学科４年　芦　野　倭　子

　新型コロナウイルス流行によ
り、多くの学生がアルバイトする
事ができない中、たくさんの方々
のご支援によって100円で食事
ができ、生活が大変楽になりま
した。
　また、学生の一人暮らしでは、
一人分の食事を、スーパーで
買った食材を上手に余すことな
く使って毎日作ることはとても
大変で、まして試験期間は食事
を作る時間も惜しんで勉強をす
るため、100円弁当の存在は金

銭面以外でも学生の大きな支えに
なりました。本当にありがとうご
ざいました！

　アルバイトの制限があるた
め収入を得ることが難しく、
私は今後の生活に懸念を抱い
ていました。しかし環境整備
の仕事によりその不安は解消
され、勉学に集中することが
できました。
　新型コロナウイルスの感染
拡大により、今も多くの人々
が不安を抱えています。その
ような状況の中で私たち学生
のために医学生支援金を寄附
してくださった皆様に、環境
整備活動に従事した学生を代
表して感謝の言葉を綴らせて

いただきます。本当にありが
とうございました。

環境整備のアルバイトに従事
医学科２年　早　坂　脩　真 

100 円弁当を購入
医学科４年　宇　梶　有佳里

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

生
体
組
織
開
発
研
究
を
通
し
て

協
力
体
制
を
整
え
て
い
ま
し
た

が
、
以
前
松
崎
教
授
が
牛
肉
を

作
り
た
い
と
言
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
憶
え
て
い
ま
し
た
の
で
二

つ
返
事
で
共
同
研
究
者
に
加
え

て
頂
き
ま
し
た
。
研
究
開
始
当

初
は
和
牛
ス
テ
ー
キ
の
よ
う
な

肉
が
作
り
た
い
と
い
う
目
標
以

外
は
全
て
が
手
探
り
状
態
で
し

た
の
で
、
和
牛
肉
の
顕
微
解
剖

学
的
解
析
を
行
っ
た
上
で
多
数

の
筋
線
維
を
毛
細
血
管
と
と
も

に
コ
ラ
ー
ゲ
ン
線
維
の
膜
で
束

ね
た
も
の
を
多
数
作
製
し
、
さ

ら
に
そ
れ
ら
を
多
数
の
脂
肪
細

胞
と
と
も
に
コ
ラ
ー
ゲ
ン
膜
で

包
む
巻
き
寿
司
の
よ
う
な
も
の

を
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
提
示
し
ま
し
た
。
従
来
積
木

細
工
の
よ
う
に
細
胞
を
積
み
上

げ
て
立
体
組
織
を
作
る
の
を
十

八
番
に
し
て
い
た
我
々
に
は
か

な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
で

し
た
が
、
後
日
松
崎
教
授
の
研

究
室
で
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
方
式

が
改
良
さ
れ
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

を
用
い
て
筋
線

維
が
作
ら
れ
て

い
く
工
程
を
目

の
当
た
り
に
し

た
時
に
は
本
当

に
感
激
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
さ

ら
に
血
管
と
脂

肪
組
織
を
組
み

合
わ
せ
て
い
く

こ
と
で
本
来
の

牛
肉
の
構
造
を

持
ち
、
さ
ら
に

サ
シ
の
入
っ
た

培
養
肉
が
作
製

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
培
養
肉

は
ま
だ
キ
ャ
ラ

メ
ル
ほ
ど
の
大

き
さ
と
は
い

え
、
こ
れ
ま
で

作
製
さ
れ
て
い

た
筋
細
胞
を
単

純
に
固
め
た
ミ

ン
チ
肉
の
よ
う
な
も
の
と
異
な

り
、
組
織
工
学
に
よ
り
和
牛
肉

の
構
造
が
世
界
で
初
め
て
再
現

さ
れ
た
も
の
で
す
。
多
く
の
反

響
を
頂
き
、
松
崎
教
授
は
も
ち

ろ
ん
、
筆
者
ま
で
も
が
こ
れ
ま

で
に
複
数
の
取
材
を
受
け
、
解

剖
学
研
究
室
で
行
っ
て
い
る
業

務
全
般
を
話
題
に
ア
ッ
プ
ル
ウ

エ
ー
ブ
の
番
組
に
も
出
演
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
培
養
肉
と
し

て
の
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
新

聞
（
朝
日
新
聞
、
東
奥
日
報
な

ど
）
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
多
く
の
報
道

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
そ
ち

ら
を
、
ま
た
学
術
的
な
内
容
に

つ
い
て
はN

at Com
m

un 2021 
A

ug 24; 12

（1

）: 5059
を
ご
笑

覧
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
大
変
有

難
く
存
じ
ま
す
。
筆
者
ら
の
研

究
室
で
は
同
様
の
技
術
を
用
い

て
再
生
医
療
材
料
や
創
薬
・
病

態
解
明
に
向
け
た
各
種
の
医
学

研
究
モ
デ
ル
の
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
叱
正
を
頂
戴
で
き
ま

し
た
ら
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
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三
沢
米
軍
病
院
で
五
日
間
研

修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
三
沢

米
軍
病
院
は
三
沢
基
地
で
働
か

れ
て
い
る
方
の
た
め
の
病
院
で

す
。
基
地
内
の
言
語
は
英
語
で

あ
り
、
病
院
で
の
研
修
も
英
語

三
沢
米
軍
病
院
で
の
研
修

医
学
科
六
年　

山　

口　
　
　

叶

で
す
。
研
修
内
容
と
し
て
は
、

救
急
科
、
整
形
外
科
、
眼
科
、

小
児
科
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
日
本
の
病
院
と
比
較
し

て
、
ど
の
科
で
も
問
診
や
身
体

診
察
に
十
分
な
時
間
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
医
師

と
患
者
さ
ん
が
雑
談
も
含
め
て

楽
し
そ
う
に
診
察
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
う

し
た
明
る
い
雰
囲
気
は
病
院
全

体
に
あ
り
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
と

廊
下
な
ど
で
会
う
と
、
気
さ
く

に
話
し
か
け
て
下
さ
る
方
が
多

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
三
沢
米

軍
病
院
の
研
修
で
は
病
院
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
の
家
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
ま
す
。
病
院
で
の

研
修
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
と
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
私
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
基
地
内
の
ジ
ム
を
楽

し
み
、
三
沢
市
内
の
観
光
も
一

三
沢
米
軍
基
地
で
の
研
修
を
通
し
て

医
学
科
六
年　

輿　

石　

泰　

樹

お
す
す
め
で
す
。

医
学
科
五
年　

佐　

藤　

菜　

津

　

私
は
、
三
沢
研
修
に
異

文
化
交
流
半
分
、
自
分
の

語
学
力
を
試
す
目
的
が
半

分
で
参
加
し
ま
し
た
。
基

地
内
で
は
ア
メ
リ
カ
人
の

リ
ア
ル
な
感
覚
や
文
化
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日
本
で
は
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
な
内
容
も
、
ケ

ロ
ッ
と
し
た
顔
で
話
す
の

で
、「
当
た
り
前
」
の
違

い
か
ら
、
文
化
・
価
値
観

の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

彼
ら
の
日
常
に
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
得

ら
れ
た
学
び
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
は
他
分
野

の
大
学
を
卒
業
後
、
入
隊
し
た

方
も
多
い
の
で
、
と
に
か
く
話

題
が
広
い
で
す
。
語
学
的
な
目

的
で
参
加
を
考
え
て
い
る
人
は

涎
が
出
る
よ
う
な
環
境
で
す

ね
。
私
は
三
日
目
位
か
ら
思
考

言
語
が
英
語
に
な
り
、
研
修
後

三
日
ほ
ど
は
日
本
語
が
不
自
由

に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
こ

ち
ら
が
話
す
の
を
一
生
懸
命
聞

い
て
く
だ
さ
る
の
で
、
是
非
た

く
さ
ん
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
が
三
沢
研
修
を
お
勧
め
し

た
い
の
は
、
①
語
学
力
を
試
し

て
み
た
い
人
、
②
海
外
留
学
・

勤
務
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
た
い
人
、
③
自
分
の
価
値
観

を
広
げ
た
い
人
で
す
。
②
に
つ

い
て
は
、
米
国
留
学
を
目
指
す

日
本
人
フ
ェ
ロ
ー
の
先
生
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
具
体
的
な

お
話
が
聞
け
ま
す
。
個
人
的
に

は
③
を
推
し
た
い
で
す
。
未
知

と
の
遭
遇
に
快
感
を
覚
え
る
タ

イ
プ
の
人
は
、
新
し
い
世
界
が

見
え
る
と
思
い
ま
す
。
目
的
を

持
っ
て
参
加
す
れ
ば
、
必
ず
得

る
も
の
が
あ
る
研
修
な
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
文
章
を
書
く
に
当
た

り
、
三
沢
病
院
で
お
世
話
に

な
っ
た
天
内
さ
ん
、
日
本
人
研

修
医
の
先
生
方
そ
し
て
何
よ
り

D
r. Blue

に
多
大
な
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
早
速
で
す
が
、

私
が
三
沢
米
軍
基
地
実
習
を
志

望
し
た
理
由
は
、
将
来
ア
メ
リ

カ
で
医
師
と
し
て
働
き
た
い
こ

と
に
加
え
て
日
本
と
ア
メ
リ
カ

の
医
療
の
違
い
を
自
分
の
目
で

確
か
め
た
か
っ
た
た
め
で
す
。

そ
こ
で
今
回
私
が
体
験
し
た
こ

と
を
交
え
て
特
に
驚
い
た
こ
と

を
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
三
沢
米
軍
病
院
で
は

Ｅ
Ｒ
の
代
わ
り
と
し
て
Ｕ
Ｃ
Ｃ

（U
rgent Care Center

）
と
い

う
機
関
が
存
在
し
そ
ち
ら
で
は

救
急
で
は
な
い
（em

ergency 

で
は
な
い
がU

rgency

）
患
者

さ
ん
を
診
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
が
外
来
に
来
る
と
、
最
初
の

問
診
は
専
門
の
看
護
師
が
行

い
、
そ
の
後
医
師
が
そ
の
問
診

を
も
と
に
患
者
を
診
察
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
患
者
さ
ん
は
三

十
度
に
傾
い
た
診
察
ベ
ッ
ド
に

座
っ
た
ま
ま
診
察
、
病
気
の
説

明
、
治
療
法
な
ど
を
医
師
か
ら

十
分
程
度
か
け
て
説
明
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
日
本
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
診
療
ス
タ
イ
ル

で
医
師
が
す
べ
て
の
問
診
を
行

わ
な
く
て
良
い
た
め
、
問
診
中

に
カ
ル
テ
を
書
く
必
要
も
な

く
、
患
者
さ
ん
の
目
を
見
て
診

察
し
て
お
り
、
こ
ん
な
診
療
が

自
分
も
出
来
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
産
婦
人
科
で
は
最
も

多
い
処
置
と
し
て
避
妊/

月
経

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
治
療
が
あ

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
Ｉ
Ｕ
Ｄ

（Intrauterine device

）
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま

だ
日
本
で
は
数
少
な
い
処
置
で

あ
り
、
い
ず
れ
日
本
で
も
一
般

的
な
処
置
に
な
る
も
の
を
一
足

先
に
見
ら
れ
た
の
で
大
い
に
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
多
く
の
発
見
が
あ
り

ま
し
た
が
文
章
の
都
合
上
割
愛

し
ま
す
。
た
だ
一
つ
間
違
い
な

い
の
は
日
本
で
医
療
に
真
剣
に

向
き
会
う
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
の

医
療
に
対
し
て
も
通
じ
る
こ
と

で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
使
用
で
き

る
薬
の
多
く
は
日
本
で
も
認
可

さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
ア
メ

リ
カ
で
も
同
じ
よ
う
に
治
療
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
そ

の
上
で
患
者
さ
ん
の
背
景
や
経

済
状
況
家
族

構
成
等
に
思

い
を
巡
ら
せ

尽
力
す
る
こ

と
で
初
め
て

医
療
の
質
を

高
め
る
こ
と

が
で
き
る
と

い
う
こ
と
に

改
め
て
気
づ

か
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
研

医学展2021を医学展2021を
終えて終えて

医学科四年　代表　佐久間　貴　也

　

十
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
、
弘
前
大
学
総
合
文
化
祭

に
お
い
て
、
実
に
二
年
ぶ
り

と
な
る
医
学
展
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
今
年
の
医
学
展
は
、

CO
V

ID
-19

感
染
防
止
の
観
点

か
ら
、
弘
大
祭
公
式Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
の
当
日
限
定

で
の
動
画
配
信
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
年
医
学
展
で
は
、
来
場
者

と
の
触
れ
合
い
を
第
一
と
し
た

体
験
型
の
企
画
を
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
世
界
的

なCO
V

ID
-19

感
染
拡
大
に
よ

り
総
合
文
化
祭
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
未
だ
感
染
が
収
ま
ら

な
い
今
年
は
、
学
内
関
係
者
の

み
来
場
可
能
で
の
開
催
と
な

り
、
毎
年
医
学
展
を
楽
し
み
に

来
場
し
て
く
だ
さ
る
、
多
く
の

近
隣
住
民
や
中
高
生
向
け
の
体

験
型
の
企
画
実
施
が
困
難
と
な

り
ま
し
た
。
一
昨
年
の
前
回
、

救
急
ブ
ー
ス
で
来
場
者
の
方
々

へ
Ｂ
Ｌ
Ｓ
の
紹
介
・
実
演
に
携

わ
っ
た
私
と
し
て
も
、
例
年
通

り
の
開
催
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
年
は
、
四
年
生
を
中
心
に

話
し
合
い
を
重
ね
、
医
学
展
の

歴
史
上
初
と
な
る
動
画
配
信
で

の
開
催
を
決
断
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
体
験
ブ 

ー
ス
の
、精
神
・
臓
器
（
病
理
）・

産
科
・
救
急
・
健
診
（
社
会
医

学
）・
外
科
の

六
つ
の
テ
ー
マ

で
二
十
分
程
度

の
動
画
を
作

成
し
ま
し
た
。

精
神
で
は
、

C
O

V
ID

-19

に

対
応
す
る
医
療

従
事
者
へ
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

支
援
に
つ
い
て

新
た
な
話
題
を

取
り
入
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
産

科
で
は
、
エ
コ 

ー
で
の
妊
婦
健

診
を
映
像
と
共

に
、
胎
児
の
見

方
や
推
定
体
重

の
計
算
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、

肝
硬
変
・
慢
性

腎
不
全
・
乳
が

ん
の
病
理
組
織
像
や
、
一
時
救

命
措
置
Ｂ
Ｌ
Ｓ
、
血
圧
測
定
の

大
切
さ
、
最
新
外
科
手
術
な

ど
、
日
々
の
学
び
を
活
か
し
た

紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
開
催
は
、「
世
界
に

発
信
し
、
地
域
と
共
に
創
造
す

る
」
を
掲
げ
る
本
学
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
〝
地
域
と
共
に
創
り

上
げ
て
き
た
〟
医
学
展
を
〝
世

界
に
発
信
す

る
〟
大
き
な

転
換
期
と
な

り
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は

会
場
で
開
催

で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、

動
画
作
成
に

あ
た
り
、
大
学
院
医
学
研
究
科

の
講
座
の
先
生
方
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
鵬
桜
会

の
皆
様
、
学
祭
本
部
実
行
委
員

会
の
皆
様
、
事
務
の
方
々
等
、

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
い

た
結
果
、
医
学
展
を
無
事
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

緒
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

人
メ
ン
バ
ー
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
全
員
で
の
ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
も
開
催
さ
れ
、
親
交
を

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
沢
米
軍
病

院
の
研
修
で
は
米
軍
病
院
な
ら

で
は
の
研
修
が
で
き
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
も
密
な
関
係
を
築
け
る
価
値

あ
る
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
機
会
を
下
さ
っ
た
、

関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

修
を
通
し
て
単
に
ア
メ
リ
カ
の

医
療
を
知
る
と
言
う
こ
と
に
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
医
療
の
現

場
や
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
が

明
確
に
さ
れ
今
後
の
医
師
と
し

て
の
人
生
に
お
い
て
良
い
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
作
れ
た
と
思

い
ま
す
。
末
筆
に
な
り
ま
す
が

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た

だ
い
た
先
生
方
や
米
軍
病
院
の

事
務
の
方
々
に
は
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

動画スクリーンショット
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米
軍
三
沢
病
院
夏
季
研
修

医
学
科
五
年　

工　

藤　

詩　

織

　

夏
休
み
の
第
一
週
目
、
八
月

二
日
か
ら
六
日
ま
で
の
五
日

間
、
米
軍
三
沢
病
院
で
の
夏
季

研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
三
沢
で
は
内
科
医
で

あ
るD

r. Jason Edw
ards

の

お
宅
で
、
ご
家
族
と
楽
し
い

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
米

軍
病
院
で
働

い
て
い
る
方 

々
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
し
た
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
見
た
り

す
る
な
ど
英

語
に
囲
ま
れ

た
環
境
の
中

で
刺
激
的
な
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

米
軍
病
院
で
は
救
急
科
、
一

般
内
科
、
整
形
外
科
、
小
児
科
、

産
婦
人
科
で
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
診
察
や
処
置
を
見
学
し
た

り
、
講
義
を
受
け
た
り
し
な
が

ら
米
国
で
の
医
療
に
つ
い
て
学

　

日
々
の
過
ぎ
ゆ
く
速
さ
は
い

か
ば
か
り
か
！
気
づ
け
ば
、

あ
っ
と
い
う
間
に
令
和
四
年
の

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
世
間
を
恐
慌
に
陥
れ
て
か

ら
、二
十
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

長
い
自
粛
期
間
は
如
何
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
教
職
員
は
、

会
議
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
出
張

や
飲
み
会
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
学
生
の
皆
様
は
部
活
動
が

制
限
さ
れ
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
大

幅
に
禁
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
結
果
と
し
て
、「
お
う
ち

時
間
」
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

映
画
や
Ｔ
Ｖ
の
視
聴
や
ネ
ッ
ト

サ
ー
フ
ィ
ン
が
多
く
な
っ
た
と

の
声
の
他
に
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
（
い
わ
ゆ
る
『
ポ
チ

る
』）
を
楽
し
ん
で
い
る
方
が

多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
か
く

言
う
私
も
例
に
も
れ
ず
、
自
宅

に
段
ボ
ー
ル
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
ポ
チ
っ
と
す
る
の
は
何
と

な
く
楽
し
い
し
、
ス
ト
レ
ス
発

散
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

弘
前
大
学
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
ま
ん
延
対
策

で
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た

り
、
仕
送
り
が
減
じ
た
り
し
て

い
る
学
生
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
学
生
支
援
目
的
で
立
ち
上

げ
ら
れ
た
「
バ
イ
ト
が
な
く
な

り
困
窮
す
る
学
生
に
100
円
で
ご

は
ん
を
食
べ
さ
せ
た
い
！
」
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
、
第
一
弾
、
第
二
弾
と
も
に

目
標
金
額
を
大
幅
に
上
回
る
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
快

挙
は
、
本
学
卒
業
生
と
教
職
員

の
愛
校
精
神
の
高
さ
と
、
い
か

に
弘
前
大
学
が
地
元
に
溶
け
込

み
愛
さ
れ
て
い
る
か
を
如
実
に

示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
、「
バ
イ
ト
が
な

く
な
り
困
窮
す
る
学
生
に
100
円

で
ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
た

い
！
」
第
三
弾
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
学
生
の
美
味

し
い
笑
顔
と
お
礼
の
言
葉
を
ご

覧
に
な
っ
て
下
さ
い
！
本
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
「
ポ

チ
る
」
の
も
、
ち
ょ
っ
と
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
よ
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

び
ま
し
た
。
予
診
を
と
っ
た

り
、
日
本
で
の
治
療
に
つ
い
て

尋
ね
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
診
療

に
参
加
す
る
機
会
も
あ
り
、
自

分
の
拙
い
英
語
で
医
療
に
関
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
米

軍
病
院
で
一
番
驚
い
た
の
は
医

師
以
外
の
医
療
従
事
者
の
診
療

の
範
囲
が
日
本
よ
り
も
広
い
こ

と
で
す
。
診
察
や
治
療
を
看
護

師
やPhysician A

ssistant

が

行
う
な
ど
チ
ー
ム
医
療
が
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

五
日
間
と
短
い
期
間
で
し
た

が
こ
の
紙
面
で
は
表
現
し
き
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

後
に
こ
の
研
修
に
関
係
し
て
く

だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
沢
米
軍
基
地
病
院
実
習
に
参
加
し
て
み
て

医
学
科
五
年　

池　

上　

友　

理

　

夏
季
休
業
期
間
の
五
日
間
、

三
沢
米
軍
基
地
病
院
実
習
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
英
語

が
好
き
で
、
い
つ
か
英
語
を
使

い
な
が
ら
海
外
で
生
活
し
て
み

た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。

海
外
で
医
師
と
し
て
働
く
こ
と

に
も
興
味
が
あ
る
の
で
、
今
回

は
現
地
の
医
療
の
実
態
と
日
本

の
医
療
と
の
違
い
を
少
し
で
も

勉
強
で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
、

参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

三
沢
米
軍
基
地
は
想
像
以
上

に
ア
メ
リ
カ
ン
な
場
所
で
、
暮

ら
し
て
い
る
人
々
、
お
店
、
言

葉
、
全
て
が
日
本
と
は
違
い
、

完
全
に
海
外
に
い
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
で
は
、
一
緒
に
食
事

を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
お
ぜ
ん
ざ
い
を
振
舞
っ
た

り
し
ま
し
た
。D

r. Carlsen

夫

妻
は
、
優
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と

話
し
を
し
て
く
だ
さ
り
、
英
語

を
使
っ
た
楽
し
い
生
活
を
体
験

で
き
ま
し
た
。
病
院
実
習
で
の

診
療
見
学
で
は
、
患
者
さ
ん
が

話
を
真
剣
に
聞
き
、
医
師
も
患

者
さ
ん
目
線

で
丁
寧
に
説

明
し
て
い
る

こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。

実
際
に
問
診

を
取
ら
せ
て

頂
い
た
時

は
、
正
直
、

自
信
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し

た
が
、
い
ざ

や
っ
て
み
る
と
思
っ
て
い
た
よ

り
で
き
た
の
で
挑
戦
し
て
み
て

よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

実
習
を
通
し
て
、
国
や
言
語

は
違
え
ど
、
医
学
的
知
識
は
同

じ
で
あ
る
の
で
ま
ず
は
専
門
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
、
英
語
は
と
に
か

く
使
っ
て
み
る
こ
と
が
自
信
と

上
達
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し

た
。
今
回
参
加
さ
せ
て
頂
い
た

こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も

医
学
や
英
語
の
勉
強
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

米
軍
三
沢
病
院
夏
期
研
修
を
終
え
て

医
学
科
五
年　

鈴　

木　

咲　

楽

　

今
回
、
米
軍
三
沢
病
院
で
の

病
院
実
習
に
参
加
す
る
機
会
を

頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
内
科
や
救
急
な

ど
、
様
々
な
科
を
見
学
し
ま
し

た
。
は
じ
め
は
基
地
内
の
方
々

の
会
話
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い

け
ず
、
理
解
す
る
こ
と
に
必
死

で
し
た
が
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
う
ち
に
少

し
ず
つ
耳
も
慣
れ
て
い
き
ま
し

た
。
基
地
内
の
先
生
方
は
と
て

も
優
し
く
、
症
例
に
つ
い
て
丁

寧
に
説
明
し
て
下
さ
り
、
私
が

拙
い
英
語
で
質
問
し
て
も
、
分

か
り
や
す
く
教
え
て
下
さ
い
ま

し
た
。
実
習
を
通
し
て
、
日
本

と
ア
メ
リ
カ
の
医
療
の
多

く
の
違
い
に
も
気
づ
き
ま

し
た
。
特
に
産
婦
人
科

で
、
避
妊
に
対
す
る
考
え

方
や
避
妊
方
法
の
日
本
と

の
違
い
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
海
外
の
医
療
に
目
を

向
け
て
い
く
こ
と
が
、
日

本
の
よ
り
よ
い
医
療
体
制

を
作
る
た
め
に
必
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
看
護
師
さ
ん

の
お
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
二
人
の
お
子
さ
ん

と
、
放
課
後
に
な
る
と
毎

日
一
緒
に
テ
ニ
ス
を
し
ま
し

た
。
毎
日
の
ご
飯
も
ア
メ
リ
カ

ン
で
、
本
当
に
ア
メ
リ
カ
に
い

る
よ
う
で
し
た
。
短
い
間
で
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
青
森
県
に
い
な
が
ら

海
外
の
医
療
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
、
英
語
・
医
療
で
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ど
ち
ら
も
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
の
で
、
少
し
ず
つ
力
を
つ

け
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
度
、ア
メ
リ
カ
・
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
州
の
国
立
衛
生
研
究
所

（N
ational Institutes of 

激
動
の
ア
メ
リ
カ
で
の
留
学
体
験

激
動
の
ア
メ
リ
カ
で
の
留
学
体
験

地
域
救
急
医
療
学
講
座　

助
手　

村　

井　

康　

久

（
消
化
器
血
液
内
科
学
講
座
）

大
学
院
生
だ
よ
り
・
留
学
だ
よ
り

H
ealth; N

IH

）
に
二
〇
一
九

年
四
月
か
ら
二
〇
二
一
年
三
月

ま
で
の
二
年
間
留
学
し
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
御
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
Ｎ
Ｉ
Ｈ
は
モ
デ
ル
ナ
社

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
を
共
同
開
発
し
た
こ
と

で
有
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
中

で
も
国
立
ア
レ
ル
ギ
ー
感
染
症

研
究
所
所
長
ア
ン
ソ
ニ
ー
・

フ
ァ
ウ
チ
博
士
を
知
ら
な
い
方

は
い
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｈ
は
二
十
の
研
究
所
と
七

つ
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
巨
大
な
研
究
所
（
図

１
）
で
医
師
を
含
め
六
千
名
以

上
の
科
学
者
が
日
夜
研
究
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
私
は
、
国

立
が
ん
研
究
所
（N

ational 
C

ancer Institute; N
C

I

）
の

Y
ves Pom

m
ier

（
イ
ブ 

ポ
ミ

エ
）
博
士
の
研
究
室
に
所
属
し

て
様
々
な
が
ん
細
胞
を
使
用
し

た
基
礎
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
。
ボ
ス
のY

ves

は
ト
ポ

イ
ソ
メ
ラ
ー
ゼ
と
抗
癌
剤
研
究

の
専
門
家
で
す
が
、
薬
理
学
系

の
研
究
室
で
あ
り
新
薬
の
前
臨

床
研
究
並
び
に
腫
瘍
細
胞
学
を

幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
（
図

２
）。

　

私
は
、Schlafen11

（SLFN
11; 

シ
ュ
ラ
ー
フ
ェ
ン 

イ
レ
ブ
ン
）

と
い
う
遺
伝
子
に
つ
い
て
研
究

し
て
お
り
ま
し
た
。SLFN

11

は
二
〇
一
二
年
頃
よ
り
注
目
さ

れ
た
比
較
的
新
し
い
遺
伝
子

で
、
以
前
同
じ
研
究
室
に
在
籍

さ
れ
て
い
た
村
井
純
子
先
生

（
現 

慶
応
大
学
先
端
生
命
科
学

研
究
所
・
山
形
県
鶴
岡
市
）
が

Ｄ
Ｎ
Ａ
障
害
性
抗
癌
剤
に
よ
る

図１．NIH Bethesda Campus Building 1.

図２． Team SLFN11. 左よりDr. Ukhyun Jo, 
ボスの Dr. Yves Pommier, 私 .
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磨
し
な
が
ら
、
現
在
で

も
新
し
い
こ
と
に
ど
ん

ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
の
私
の
近
況
と

し
て
、
臨
床
で
は
婦
人

科
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
に
所

属
し
て
お
り
、
婦
人
科

腫
瘍
修
練
医
と
し
て

癌
診
療
に
邁
進
し
て
い

ま
す
。
婦
人
科
腫
瘍
修

練
と
し
て
の
手
術
の
症

例
経
験
を
積
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
他
に
も

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術

の
経
験
も
並
行
し
て
積

ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
婦

人
科
腫
瘍
は
手
術
や
既
存
の
化

学
療
法
の
み
な
ら
ず
、
分
子
標

的
薬
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
阻
害
剤
と
い
っ
た
新
し
い
治

療
法
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
病
院
だ
か
ら
こ
そ
治
験
や

臨
床
試
験
に
関
わ
る
仕
事
も
あ

り
、
非
常
に
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
複
製
停
止

と
の
関
係
に
つ
い

て
詳
細
に
研
究
さ

れ
て
い
ま
す

（http://slfn11.
iab.keio.ac.jp/

）。

し
か
し
な
が
ら
、

細
胞
内
で
の
機
能

は
い
ま
な
お
不
明

な
点
が
多
い
遺
伝

子
で
あ
り
、
共
同

研
究
者
を
募
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
て
、
ア
メ
リ

カ
で
の
研
究
生
活

で
す
が
、
最
初
の

う
ち
は
慣
れ
な
い

英
語
、
実
験
で
苦

労
し
、
一
日
十
二
時
間
以
上
研

究
室
に
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
中
に
は
十

時
に
き
て
十
五
時
に
帰
る
と
い

う
研
究
者
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
結
果
が
出
て
い

れ
ば
許
容
さ
れ
る
と
い
う
ア
メ

リ
カ
の
研
究
風
土
を
つ
く
づ
く

実
感
い
た
し
ま
し
た
。
英
語
は

最
後
ま
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
自
分
に
も
同
僚
は
気
軽

に
話
し
か
け
て
く
れ
毎
週
金
曜

日
に
は
ベ
セ
ス
ダ
市
街
で
ビ
ー

ル
を
片
手
にH

appy hour

を

楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
（
図

３
）。

　

ま
た
、
こ
の
二
年
間
は
激
動

の
ア
メ
リ
カ
を
感
じ
る
出
来

事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ユ
ダ

ヤ
人
の
襲
撃
事
件
、Black 

Lives M
atter

、CO
V

ID
-19

、

二
〇
二
〇
大
統
領
選
挙
な
ど
、

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．
Ｃ
．
が

混
乱
に
陥
っ
た
こ
と
も
幾
度
と

な
く
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に

し
て
直
接
的
な
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
日
本
に
い
て
は

感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
多

民
族
国
家
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
す

と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
が
貴
重

な
勉
強
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｈ
に
は
推
定
百-

二
百

人
の
日
本
人
が
お
り
、
金
曜
会

と
い
う
日
本
人
研
究
者
の
集
い

を
不
定
期
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
意
外
に
も
二
年
間
で
弘
前

大
学
卒
の
先
生
方
四
名
に
お
会

い
し
ま
し
た
（
近
隣
施
設
を
含

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

腫
瘍
内
科　

助
手　

陳　
　
　
　
　

豫

　

腫
瘍
内
科
学
講
座
の
陳
豫

（
チ
ン
・
ヨ
）
と
申
し
ま
す
。

今
回
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
腫

瘍
内
科
及
び
腫
瘍
内
科
医
と
し

て
働
い
て
い
る
自
分
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

腫
瘍
内
科
は
今
年
の
七
月
か

ら
フ
ル
メ
ン
バ
ー
の
三
人
で
外

来
・
病
棟
業
務
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
よ
り
医

師
が
一
人
減
に
な
り
ま
し
た
。

病
床
が
六
床
に
減
り
、
新
患
患

者
は
固
形
腫
瘍
、
ゲ
ノ
ム
新
患

の
み
に
な
り
ま
し
た
。
固
形
腫

瘍
の
患
者
は
、
状
態
が
安
定
し

て
い
て
、
地
元
で
も
当
院
と
同

等
の
治
療
が
可
能
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
積
極
的
に
他
院
へ
紹

介
し
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
新
患
は
二

〇
一
九
年
九
月
か
ら
始
め
ま
し

た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
二
〇

一
九
年
五
月
に
が
ん
ゲ
ノ
ム
検

査
が
保
険
適
応
で
承
認
さ
れ
、

九
月
に
当
院
が
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
拠
点
病
院
と
指
定
さ
れ
た
か

ら
で
す
。
が
ん
ゲ
ノ
ム
検
査
の

結
果
に
対
し
て
、
週
一
回
、
エ

キ
ス
パ
ー
ト
パ
ネ
ル
と
い
う
臨

床
、
病
理
、
遺
伝
な
ど
多
数
の

専
門
医
に
よ
る
遺
伝
子
パ
ネ
ル

診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
年

間
で
計
二
百
十
例
の
が
ん
ゲ
ノ

ム
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
他
施
設
・
他
科
か

ら
の
紹
介
は
五
十
九
例
、
治
療

提
案
（
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
Ｃ

以
上
、
国
内
でPhase II

以
上

の
臨
床
試
験
）
の
あ
る
症
例
は

二
十
八
例
（
一
三
％
）
で
、
が

ん
原
因
遺
伝
子
が
判
明
さ
れ
た

の
は
八
〇
％
以
上
で
す
。
腫
瘍

内
科
医
は
三
人
と
少
な
い
人
数

で
す
が
、
多
数
の
先
生
方
々
の

お
か
げ
で
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
外
来

の
他
に
週
二
回
開
催
の
キ
ャ
ン

サ
ー
ボ
ー
ド
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
病
院
全
体
の
が
ん
患

者
の
治
療
方
針
の
決
定
に
も
寄

与
し
て
お
り
ま
す
。

　

腫
瘍
内
科
医
を
志
し
た
の

は
、
が
ん
に
な
っ
た
母
親
と
の

約
束
で
す
。
腫
瘍
内
科
を
入
局

し
て
か
ら
六
年
目
に
な
り
、
た

く
さ
ん
の
方
々
の
助
け
で
や
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

専
門
医
が
と
れ
る
ま
で
後
も
う

少
し
で
す
。
腫
瘍
内
科
医
は
全

産
婦
人
科
の
新
た
な
興
味

産
婦
人
科
の
新
た
な
興
味

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

産
科
婦
人
科　

助
教　

大　

澤　

有　

姫

　

産
婦
人
科
の
大
澤
有
姫
と
申

し
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
に
弘

前
大
学
を
卒
業
し
、
卒
後
臨
床

研
修
を
弘
前
大
学
医
学
部
附
属

病
院
で
行
っ
た
後
に
産
科
婦
人

科
学
教
室
に
入
室
し
ま
し
た
。

産
婦
人
科
を
選
択
し
た
理
由
と

し
て
は
、
癌
診
療
も
お
産
も
や

り
た
い
と
い
う
欲
張
り
な
想
い

か
ら
で
し
た
。
当
時
は
一
年
上

の
先
輩
た
ち
が
六
人
入
室
し
て

お
り
、
私
の
学
年
も
六
人
入
室

と
い
う
初
期
研
修
医
制
度
が
始

ま
っ
て
以
来
の
入
室
者
が
い
ま

し
た
。
人
数
が
多
い
と
研
修
す

る
症
例
の
取
り
合
い
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
、
専
門
医
や
学
位
は

順
番
待
ち
に
な
る
の
だ
ろ
う
か

な
ど
色
々
考
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
杞

憂
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
研
究
で

も
臨
床
で
も
教
授
を
は
じ
め
と

し
た
上
の
先
生
方
に
育
て
て
い

た
だ
き
、
産
婦
人
科
医
と
し
て

十
年
に
な
り
ま
す
が
、
同
期
や

学
年
の
近
い
先
生
方
と
切
磋
琢

図４．Dr. Naoko Takebe（右）． 図３．Happy Hour on Friday.

む
）。
特
に
武
部
直
子
先
生
に

はY
ves Lab

の
紹
介
か
ら
研

究
の
相
談
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

コ
ン
サ
ー
ト
や
食
事
に
誘
っ
て

い
た
だ
く
な
ど
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
（
図
４
）。
武
部

先
生
は
、
弘
前
大
学
の
学
生
・

先
生
が
Ｎ
Ｉ
Ｈ
へ
の
留
学
す
る

こ
と
を
切
望
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
Ｎ
Ｉ
Ｈ
へ
の
留
学

が
継
続
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
研

究
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
私
も
こ
の
ご
縁
を

大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
研

究
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
留
学
の
機
会
を
く

だ
さ
っ
た
福
田
眞
作
教
授
、
櫻

庭
裕
丈
先
生
、
留
学
支
援
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
同
門
会
月
水
会

の
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

て
の
科
の
知
識
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
何
回
も
挫
折
し
て
悩
ん
だ

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の

四
月
夫
が
山
形
へ
転
勤
、
七
月

子
供
達
の
世
話
を
ず
っ
と
し
て

く
れ
た
義
理
の
両
親
が
帰
国
し

た
の
で
、
初
め
て
子
供
二
人
と

三
人
き
り
の
生
活
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
家
事
・
子
育
て
・

仕
事
、
そ
し
て
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
畑
仕
事
を
ど
う
や
っ
て
い

け
る
の
か
を
考
え
る
た
び
に
泣

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
三
ヵ
月
で
、
腫
瘍
内

科
の
皆
様
、
一
緒
に
働
い
て
い

る
看
護
師
に
い
ろ
い
ろ
な
相
談

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
つ
一

つ
の
悩
み
が
解
決
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
近
隣
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
ほ
ぼ
毎
日
食
事
を

持
っ
て
き
て
く
れ
て
、
一
番
の

食
事
問
題
も
解
決
で
き
ま
し

た
。
最
も
う
れ
し
い
こ
と
は
十

二
月
に
義
理
の
両
親
が
戻
っ
て

き
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
家

族
、
腫
瘍
内
科
の
皆
様
、
一
緒

に
働
い
て
い
る
看
護
師
・
事
務

の
方
々
そ
し
て
近
隣
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
様
で
、
大
変

な
生
活
の
中
で
も
日
々
幸
せ
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
初

心
を
忘
れ
ず
、
恩
返
し
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

初めてのマイボール

公益社団法人　青森医学振興会
【沿革】平成11年3月1日　弘前大学医学部医学科後援会鵬桜医学振興会発足（任意団体）
　　　 平成13年4月2日　社団法人青森医学振興会設立認可
　　　 平成24年4月1日　公益社団法人青森医学振興会へ移行認定

　当会では、青森県の医学・医療の発展を促進するため、次の事業活動を行っております。
　　　　○医学教育活動の活性化を図るための事業への支援
　　　　○医学・医療の高度化に資する医学研究事業への支援
　　　　○地域医療の振興に寄与する事業への支援
　　　　○海外との学術交流等の活性化を図るための事業への支援

　随時、会員の募集とご寄附を受付しております。
　本会の公益目的事業に対する寄附金（会費を含む）は、確定申告をしていただくことに
より税制上の優遇措置の対象となります。
　会費は下記いずれかの口座へご納入ください。
　なお、ご入会をご希望される方は、専用の払込用紙をお送りしますので、お手数ですが
当会までご連絡をお願いいたします。

口座名 　公益社団法人　青森医学振興会

口　座

青森銀行　弘前支店　　　　　　普通　1087485
みちのく銀行　大学病院前支店　普通　0198579
ゆうちょ銀行　　　　　口座記号番号　02200－4－57580
　　※�青森銀行及びみちのく銀行の本支店並びにゆうちょ銀行（注1）から振込む

場合には、別途手数料は発生しません。

会　費

会員種別 年会費 注 1…�ゆうちょ銀行では、令和4年1月17日以降に、窓
口及びATMにおいて現金で払い込みをする場合
には、払込人様が加算料金110円をご負担いた
だくことになりますので、ご注意願います。（口
座からのお支払いをお勧めします。）

医学部教員
医学部卒業生等
賛同する個人
賛同する団体

1万円
2万円
2万円
10万円

　ご寄附については、上記の口座へ振込手数料を差し引いた額をお振込みいただいて差支
えありません。

お問い合わせ　公益社団法人青森医学振興会事務局
TEL・FAX�0172-40-2872　E-mail�:�info@aomori-mpm.jp

最
近
、
私
が
興
味
を
も
っ
て
い

る
分
野
は
遺
伝
性
腫
瘍
で
す
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
の
ア
ン
ジ
ェ

リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー
が
リ
ス
ク

低
減
乳
腺
摘
出
術
に
続
い
て
リ

ス
ク
低
減
卵
管
卵
巣
摘
出
術
を

行
っ
た
こ
と
で
も
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
治
療
法
の
勉

強
は
難
し
い
で
す
が
、
治
療
法
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の
選
択
肢
が
増
え
て
予
後
が
良

く
な
る
こ
と
は
非
常
に
嬉
し
い

こ
と
で
す
。
治
療
法
が
発
展
す

る
傍
ら
で
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診

断
や
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

自
分
の
治
療
法
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
な
い
遺
伝
子
変
異
を
検

査
で
き
る
一
方
で
、
自
分
の
子

供
た
ち
が
将
来
的
に
癌
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
リ
ス
ク
が
判
明

し
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は
ま
だ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
で
き
る
立

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
必
要

な
情
報
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ

と
の
で
き
る
医
師
に
な
れ
る
よ

う
、
今
後
も
研
鑽
を
積
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
余
談
で

す
が
、
新
た
な
興
味
が
も
う
一

つ
…
。
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
一
部

の
教
室
員
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
感
染
対
策

も
兼
ね
て
マ
イ
ボ
ー
ル
を
作

り
、
細
々
と
活
動
し
て
い
ま

す
。
マ
イ
ボ
ー
ル
の
お
か
げ
で

ス
コ
ア
の
ア
ベ
レ
ー
ジ
が
30
く

ら
い
上
が
り
ま
し
た
。
仕
事
と

部
活
の
両
立
は
良
い
意
味
で
オ

ン
オ
フ
が
は
っ
き
り
し
て
お

り
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
が

出
来
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
産
婦
人
科
は
幅
広

い
分
野
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

ど
の
分
野
の
勉
強
も
必
要
と
は

な
り
ま
す
が
、
逆
に
飽
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幅
広
い
分

野
を
カ
バ
ー
し
な
が
ら
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
た
め

に
、
後
輩
が
増
え
て
く
れ
る
こ

と
は
す
ご
く
嬉
し
い
こ
と
で

す
。
後
輩
の
先
生
方
に
も
自
分

の
興
味
の
あ
る
分
野
を
見
つ
け

て
も
ら
っ
て
、
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。コロナ禍で未だに日の目を見ないボウリングユニフォーム

　

当
教
室
は
医
学
研
究
科
附
属

脳
神
経
血
管
病
態
研
究
施
設

（
脳
研
）
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

脳
研
は
一
九
六
五
年
に
設
置
さ

れ
、
そ
の
時
最
初
に
で
き
た
成

因
部
門
が
当
教
室
の
始
ま
り
で

す
。
二
〇
〇
七
年
四
月
の
大
学

院
部
局
化
の
際
に
分
子
病
態
部

門
か
ら
現
在
の
名
称
に
な
り
ま

し
た
。

　

教
室
の
構
成
員
は
私
の
他

に
、
森
文
秋
（
准
教
授
）、
丹

治
邦
和
、三
木
康
生
（
助
教
）、

中
田
美
知
子
（
技
術
補
佐
員
）

が
お
り
ま
す
。
現
在
、
岩
手
大

学
修
士
課
程
の
学
生
（
田
中

誠
）
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

今
は
研
究
室
研
修
の
学
生
が
い

て
、
に
ぎ
や
か
で
す
（
写
真
）。

ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
留
学

生
が
来
る
予
定
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
室
の
方
針
と
し
て
は
、

脳
神
経
病
理
学
講
座

脳
神
経
病
理
学
講
座　

教
授　

若　

林　

孝　

一

種
々
の
脳
疾
患
剖
検
例
の
病
理

学
的
検
索
か
ら
得
ら
れ
る
知
見

を
研
究
の
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、

一
）
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
多
系

統
萎
縮
症
に
お
け
る
封
入
体
形

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
二
）
認
知
症

に
お
け
る
神
経
細
胞
変
性
と
蓄

積
物
質
、
三
）
遺
伝
子
改
変
モ

デ
ル
動
物
を
用
い
た
病
態
解
析

と
治
療
法
開
発
で
す
。
特
に
神

経
変
性
疾
患
の
多
く
は
、
異
常

な
蛋
白
が
脳
内
に
蓄
積
す
る
蛋

白
蓄
積
病
で
あ
り
、
異
常
蛋
白

の
蓄
積
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、

病
態
の
進
行
を
遅
延
、
阻
止
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
当
教
室
の
七
つ
の

信
条
を
紹
介
し
ま
す
。

一 

）『
学
生
を
大
切
に
せ
よ
』。

若
い
人
の
や
る
気
と
興
味
を

引
き
出
し
、
伸
ば
し
て
や
る

の
が
我
々
の
仕
事
で
す
。

二 

）『
論
文
作
成
の
た
め
に
一

分
一
秒
を
惜
し
め
』。
論
文

に
し
な
い
と
残
り
ま
せ
ん
。

出
せ
る
も
の
は
少
し
で
も
早

く
。

三 

）『
小
さ
な
分
野
で
も
世
界

の
ト
ッ
プ
と
な
れ
』。
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
、
目
標

は
高
く
掲
げ
た
い
。

四 

）『
仲
間
を
作
れ
』。
共
同
研

究
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
小
さ

な
教
室
で
も
大
き
な
仕
事
が

可
能
で
す
。

五 

）『
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を

さ
せ
よ
』。
ス
タ
ッ
フ
の
森

は
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
丹
治
は

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
三
木
は
ロ

ン
ド
ン
に
留
学
し
ま
し
た
。

異
文
化
体
験
も
重
要
で
す
。

六 

）『
学
問
研
究
の
扉
は
常
に

オ
ー
プ
ン
で
あ
れ
』。
不
揃

い
な
木
を
組
む
こ
と
で
、
強

い
建
物
を
作
る
の
が
日
本
古

来
の
伝
統
。
異
質
な
も
の
こ

そ
交
わ
る
べ
き
。

七 

）『
人
生
は
楽
し
く
、
幸
せ

に
』。
幸
せ
で
あ
る
こ
と
が
、

人
生
の
目
標
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
の
学
問
研
究
で

す
。

　

教
室
づ
く
り
の
基
本
は
「
思

い
や
り
」
で
し
ょ
う
か
。「
思

い
や
り
」
と
は
単
に
や
さ
し
い

と
か
、
人
に
親
切
に
と
い
う
意

味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
に

い
や
な
顔
を
さ
れ
て
も
、
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
手
を
差
し
出
す
よ
り

も
、
何
も
し
な
い
こ
と
の
方
が

相
手
の
た
め
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
忙
し
さ
に
ま
ぎ
れ
て

「
思
い
や
り
」
を
な
く
す
と
人

間
関
係
が
殺
伐
と
し
た
も
の
に

な
り
ま
す
。
プ
ラ
ト
ン
は
「
学

問
」
に
つ
い
て
、「
生
活
を
共

に
し
な
が
ら
、
数
多
く
話
し
合

い
を
重
ね
て
ゆ
く
う
ち
に
、
突

如
と
し
て
魂
に
火
が
生
じ
、
以

後
は
生
じ
た
そ
れ
自
身
が
そ
れ

自
体
を
養
い
育
て
て
ゆ
く
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。
研
究
と
は
自

分
自
身
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

脳
血
管
病
態
学
講
座

脳
血
管
病
態
学
講
座　

教
授　

今　

泉　

忠　

淳

　

令
和
三
年
十
月
現
在
、
脳
血

管
病
態
学
講
座
に
は
、
今
泉
忠

淳
、
瀬
谷
和
彦
助
教
、
川
口
章

吾
助
教
、
唐
沢
貴
生
助
手
、
大

学
院
生
一
名
、
事
務
補
佐
員
一

名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
脳
血

管
病
態
学
講
座
は
、
昭
和
四
十

二
年
に
脳
卒
中
研
究
施
設
病
態

生
理
部
門
と
し
て
発
足
し
、
初

代
水
野
成
德
教
授
、
二
代
髙
松

滋
教
授
の
時
代
に
は
、
当
時
青

森
県
で
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た

「
脳
卒
中
」
の
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
三
代
佐
藤
敬
教

授
（
前
弘
前
大
学
長
・
現
青
森

中
央
学
院
大
学
学
長
）
は
、
脂

質
性
血
栓
促
進
因
子「platelet-

activating factor

（
Ｐ
Ａ
Ｆ
）」

の
研
究
で
大
き
な
業
績
を
あ
げ

ま
し
た
。

　

講
座
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、

緊
密
な
連
携
の
下
に
、「
脳
血

管
病
態
学
」
と
い
う
講
座
名
に

と
ら
わ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

自
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
泉
は
、「
脳
微

小
血
管
内
皮
細
胞
に
お
け
る
自

然
免
疫
」
と
「
慢
性
炎
症
性
疾

患
に
お
け
る
自
然
免
疫
」
に
興

味
を
持
ち
、
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。「
慢
性
炎
症
性
疾

患
」
は
全
身
の
ほ
と
ん
ど
の
臓

器
で
起
こ
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
臨
床
医
学
講
座
と
の
共
同
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
で
は
、
小
児
科
学
講
座
と

「
ル
ー
プ
ス
腎
炎
」、
整
形
外
科

学
講
座
と
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
の当講座で実験中の整形外科学講座所属大学院生

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

滑
膜
細
胞
」、
呼
吸
器
内
科
学

講
座
と
「
気
道
上
皮
細
胞
」、

消
化
器
外
科
学
講
座
と
「
胆
道

閉
鎖
症
や
大
腸
癌
」
な
ど
の
、

そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
自
然
免
疫

系
の
意
義
に
つ
い
て
の
共
同
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
【
写
真
】。

今
泉
が
着
任
し
た
二
〇
一
三
年

か
ら
は
十
七
名
の
大
学
院
生
が

博
士
（
医
学
）
を
取
得
し
て
い

ま
す
。

　

瀬
谷
は
、
大
動
脈
弁
狭
窄
症

に
お
け
る
弁
の
異
所
性
石
灰
化

の
機
構
（
胸
部
心
臓
血
管
外
科

学
講
座
と
の
共
同
研
究
）、
川

口
は
、
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪

性
肝
炎
に
お
け
る
自
然
免
疫
の

意
義
（
消
化
器
血
液
内
科
学
講

座
と
の
共
同
研
究
）、唐
沢
は
、

糸
球
体
血
管
内
皮
細
胞
の
自
然

免
疫
応
答
（
小
児
科
学
講
座
と

の
共
同
研
究
）、
大
学
院
生
の

形
成
外
科
学
講
座

形
成
外
科　

講
師　

三　

上　
　
　

誠

　

形
成
外
科
は
一
九
六
三
年
に

皮
膚
科
学
講
座
内
に
形
成
外
科

同
好
会
と
し
て
発
足
し
、
一
九

六
九
年
に
は
皮
膚
科
外
来
内
の

特
殊
外
来
と
し
て
本
格
的
な
診

療
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
後
菅
原
光
雄
先
生
を
初
代
教

授
と
し
て
、
一
九
八
二
年
四
月

に
医
学
部
附
属
病
院
診
療
科
と

し
て
独
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後

一
九
九
五
年
に
は
医
学
部
講
座

も
新
設
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
一

月
よ
り
漆
舘
聡
志
が
三
代
目
教

授
に
就
任
し
、
来
年
で
創
立
四

十
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

形
成
外
科
は
「
体
表
面
の
先

天
的
・
後
天
的
な
変
形
・
欠
損

を
修
復
し
，
機
能
的
・
形
態
的

回
復
を
め
ざ
す
外
科
系
の
一
分

野
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
部
位
は
頭
部
か
ら
体
幹
、

四
肢
ま
で
全
身
で
、
扱
う
疾
患

も
外
傷
か
ら
皮
膚
軟
部
腫
瘍
、

先
天
異
常
、
外
傷
後
、
手
術
後

後
遺
症
、
難
治
性
潰
瘍
、
他
科

診
療
科
腫
瘍
切
除
後
再
建
ま
で

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

外
傷
で
は
高
度
救
急
救
命
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

重
症
熱
傷
、
顔
面
外
傷
、
顔
面

骨
骨
折
な
ど
の
治
療
を
し
て
い

ま
す
。
特
に
熱
傷
治
療
で
は
再

生
医
療
や
組
織
工
学
を
臨
床
応

用
し
た
培
養
表
皮
移
植
、
人
工

真
皮
移
植
や
線
維
芽
細
胞
増
殖

因
子
を
併
用
し
た
治
療
や
早
期

リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
救
命
率
や
治

癒
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

皮
膚
軟
部
腫
瘍
に
お
い
て
は

オ
ン
コ
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー

ジ
ャ
リ
ー
の
概
念
を
取
り
入

れ
、
腫
瘍
の
根
治
性
を
担
保
し

た
う
え
で
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を

最
大
限
維
持
す
る
治
療
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
特
に
顔
面
組
織

再
建
で
は
局
所
皮
弁
を
駆
使
し

た
整
容
的
か
つ
機
能
的
再
建
に

重
点
を
置
い
た
新
た
な
術
式
を

開
発
し
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。

　

他
診
療
科
の
腫
瘍
切
除
後
再

建
で
は
頭
頸
部
腫
瘍
切
除
後
再

建
を
筆
頭
に
、
主
に
マ
イ
ク
ロ

サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
用
い
た
組
織

移
植
で
多
く
の
診
療
科
と
連
携

し
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
切
除
後

の
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー
・
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
再
建
も
年
々
手
術
件
数

が
増
加
し
て
お
り
、
現
在
で
は

乳
房
再
建
専
門
外
来
を
開
設
し

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
研
究
に
お
い
て
は
基

礎
研
究
で
は
局
所
皮
弁
の
生
着

部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

水

泳

部

医
学
科
二
年　

村　

中　

璃　

那

　

私
た
ち
水
泳
部
は
現
在
全
学

含
め
男
子
約
三
十
人
、
女
子
約

二
十
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
か
ら
始
め
る
人
も
い
ま

す
が
、
初
心
者
コ
ー
ス
を
設
け

先
輩
が
付
き
っ
き
り
で
教
え
て

く
れ
る
た
め
、
ど
ん
ど
ん
上
達

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
部
活

と
し
て
の
目
標
は
「
北
部
地
区

国
公
立
水
泳
競
技
大
会
の
団
体

権
獲
得
」
で
す
。
練
習
は
週
四

日
で
活
動
場
所
は
季
節
に
よ
り

異
な
り
、
冬
は
セ
ン
ト
ラ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
弘
前
さ

ん
の
プ
ー
ル
で
、
夏
は
大
学
の

所
有
す
る
学
園
町
に
あ
る
プ
ー

ル
で
泳
い
で
い
ま
す
。
冬
は
朝

六
時
三
十
分
頃
か
ら
の
朝
練
で

す
。
そ
の
た
め
多
く
の
部
活
と

違
い
、
夜
の
時
間
を
バ
イ
ト
や

勉
強
、
筋
ト
レ
な
ど
自
由
に
有

効
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
学
園
町
の
プ
ー
ル
は
九

レ
ー
ン
も
あ
る
50
ｍ
プ
ー
ル
で

あ
り
広
々
と
泳
げ
ま
す
。

　

水
泳
部
の
一
番
の
特
徴
は
、

全
学
と
医
学
が
合
同
で
活
動
し

て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

各
キ
ャ
ン
パ
ス
が
異
な
り
な
か

な
か
関
わ
る
機
会
が
無
い
の

で
、
色
々
な
学
部
学
科
の
人
と

交
流
で
き
る
の
は
と
て
も
よ
い

機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

交
流
と
い
う
面
で
水
泳
部
は
年

に
三
回
秋
田
大
学
と
岩
手
大
学

の
三
大
学
で
交
流
練
習
兼
交
流

会(

共
に
バ
レ
ー
し
た
り
お
で

ん
や
わ
ん
こ
を
食
べ
た
り)

を

行
っ
て
い
ま
す
。
練
習
も
行
事

も
全
力
で
楽
し
み
、
他
大
に
も

友
達
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

日
々
の
活
動
の
見
せ
場
で
あ

る
大
会
に
つ
い
て
、
今
年
は
昨

葛西嘉子氏の油絵と本間麻緒氏の切り絵
葛西嘉子氏の油絵と本間麻緒氏の切り絵

- 図書館医学部分館の最近の展示作品 - 

- 図書館医学部分館の最近の展示作品 - 

脳血管病態学講座
教授　今　泉　忠　淳

写真コラム （14）
写真コラム （14）

　弘前大学附属図書館医学部分館では、
壁面を利用して、様々な絵画・色紙・写
真・切り絵などを展示しています。本コ
ラム（３）で、故・木村正方先生の絵画
を紹介しましたが、最近加わった２作品
を紹介します。
　本年（令和３年）９月に、葛西嘉子氏
から、「弘前大学医学部」【写真１】とい
う油絵を御寄贈いただき、１階から２階
への踊り場に展示させていただきまし
た。この作品は、2020年から2021年にかけて制作されたものです。葛西嘉
子氏は、昭和17年（1942 年）生まれで、現在79歳です。60歳で定年を迎
えるまで事務職員として弘前大学に勤務された方で、医学科の事務にも勤務さ
れたことがあるという事です。これまで、医学部分館には「岩木川」「白樺」（以
上、２階の自修室）「漁港」（階段踊り場）の３枚の作品を展示させていただい
ており、今回の作品が４枚目となります。
　もう一点は、本間麻緒氏の切り絵【写真２】で、２階の閲覧室に展示してい
ます。本間麻緒氏は、令和２年に弘前大学大学院教育学研究科修士課程を修了

された切り絵作家で、その作品の精緻さ、
芸術性には素晴らしいものがあり、必見
です。本間麻緒氏の作品は、文京町の弘
前大学資料館にも展示されています。修
士課程を修了されるにあたって、この作
品を御寄贈くださいました。
　業務や勉学で身体や心が疲れたときに
でも、図書館医学部分館に足を運んでい
ただき、芸術に接していただけたら、と
思います。

【写真１】葛西嘉子氏の絵画

【写真２】本間麻緒氏の切り絵

丁
江
麗
は
膜
タ
ン
パ
ク
質
の
局

在
（
保
健
学
研
究
科
松
宮
朋
穂

教
授
と
の
共
同
研
究
）、
に
つ

い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
で
は
、
医
学
科
一
年
次

の
「
基
礎
人
体
科
学
演
習
」、

医
学
科
二
年
次
の
「
免
疫
学
」

「
神
経
科
学
」、
医
学
科
三
年
次

の
「
研
究
室
研
修
」
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
の
研
究
室
で

は
、
大
学
院
生
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合

せ
・
ご
紹
介
下
さ
い
。
教
員
・

大
学
院
生
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

個
々
の
専
門
領
域
や
興
味
を
尊

重
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た

ち
の
研
究
室
の
情
報
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
で
も
発
信

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

率
向
上
を
目
的
と
し
た
効
果
的

組
織
移
植
法
の
開
発
、
多
血
小

板
血
漿
の
臨
床
効
果
の
検
証
な

ど
臨
床
に
直
結
し
た
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
臨
床
に

お
い
て
も
顔
面
ユ
ニ
ッ
ト
原
理

に
基
づ
く
新
た
な
手
術
法
の
開

発
、
難
治
性
潰
瘍
に
対
す
る
よ

り
低
侵
襲
な
治
療
法
の
開
発
な

ど
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
直
結

す
る
テ
ー
マ
で
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

教
室
員
の
数
も
年
々
増
加

し
、
現
在
十
四
名
で
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
常

勤
医
の
い
る
関
連
施
設
が
ま
だ

少
な
く
非
常
勤
医
師
と
し
て
地

域
医
療
の
対
応
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
顔
面
外
傷
、
熱
傷
な
ど

の
救
急
疾
患
に
対
し
て
我
々
形

成
外
科
医
が
初
期
に
対
応
で
き

な
い
こ
と
も
ま
だ
多
く
あ
り
、

各
地
域
の
関
連
施
設
へ
の
常
勤

医
設
置
を
早
期
に
実
現
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
何
か

お
困
り
の
症
例
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
御
相
談
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

た
ち
水
泳
部
を
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
先
生
方
、
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
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㉛
鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座
・
教
授
）

　

前
回
に
続
い
て
、
奥
が
深
い
単
純

温
泉
を
紹
介
し
ま
す
が
、
今
回
は
七

戸
町
の
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉

（pH
8
.5

以
上
）
を
巡
り
ま
す
。

　

東
八
甲
田
温
泉
（
第
百
二
十
湯

：

七
戸
町
荒
熊
内

：

二
十
二
時
迄
）は
、

七
戸
十
和
田
駅
・
道
の
駅
し
ち
の
へ

の
近
く
に
位
置
す
る
微
褐
色
透
明
の

ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
す
。
内
装

も
き
れ
い
な
、
大
き
め
の
銭
湯
で
す

が
、
宿
泊
も
で
き
る
施
設
で
す
。
大

浴
場
は
、温
湯
（
ぬ
る
ゆ
）・
熱
湯
（
あ

つ
ゆ
）・
水
風
呂
の
湯
船
が
あ
り
、

い
ず
れ
の
湯
船
も
ヒ
バ
材
を
使
っ
て

お
り
、
好
感
が
持
た
れ
ま
す
。
温
湯

と
い
え
ど
も
そ
れ
な
り
の
熱
さ
で
、

熱
湯
は
か
な
り
の
熱
さ
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
個
人
的
に
お
気
に
入
り
と

な
っ
た
温
泉
の
一
つ
で
す
。

　

さ
か
た
温
泉
（
第
百
二
十
一
湯

：

七
戸
町

：

二
十
二
時
）
は
、
七
戸
城

南
で
国
道
三
九
四
号
と
高
瀬
川
が
交

わ
る
付
近
に
あ
り
ま
す
。
薄
茶
色
透

明
の
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
の
湯
が

洗
場
の
床
ま
で
か
け
流
さ
れ
て
き
て

お
り
気
持
ち
が
良
い
感
じ
で
す
。
中

央
の
浴
槽
に
加
え
て
、
奥
に
温
湯
・

熱
湯
の
浴
槽
が
あ
り
ま
す
。

　

天
間
林
温
泉
（
第
百
二
十
二
湯

：

七
戸
町
森
ケ
沢
）
は
、
国
道
四
号
線

沿
い
の
旧
天
間
林
村
に
位
置
し
、
現

七
戸
町
役
場
近
く
に
あ
り
ま
す
。
微

褐
色
透
明
の
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉

で
、
三
つ
あ
る
浴
槽
の
中
央
湯
口
か

ら
大
量
の
湯
が
出
て
お
り
、
豪
快
な

か
け
流
し
間
を
味
わ
え
ま
す
。

　

す
も
も
沢
温
泉
郷
（
第
百
二
十
三

湯

：

七
戸
町
李
沢
道
ノ
下

：

二
十
一

時
迄
）
は
、
青
い
森
鉄
道
の
東
側
、

七
戸
町
の
東
端
に
あ
り
ま
す
。
心
地

よ
い
湯
温
で
、
す
べ
す
べ
感
た
っ
ぷ

り
の
薄
褐
色
調
の
ア
ル
カ
リ
性
単
純

温
泉
で
す
。
プ
レ
ハ
ブ
風
建
物
（
新

館
）
で
簡
素
な
室
内
に
は
、
木
製
の

湯
船
か
ら
大
量
の
湯
が
か
け
流
さ
れ

て
お
り
、
建
物
と
泉
質
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
大
い
に
楽
し
め
る
温
泉
で
す
。

　

七
戸
町
へ
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
、

是
非
と
も
二
ッ
森
貝
塚
に
立
ち
寄
っ

て
く
だ
さ
い
。
二
〇
二
一
年
七
月
に

世
界
遺
産
と
な
っ
た
北
海
道
・
東
北

の
縄
文
遺
跡
群
の
一
つ
で
す
。
近
く

の
二
ッ
森
貝
塚
館
は
、
廃
校
と
な
っ

た
七
戸
町
立
天
間
東
小
学
校
が
使
わ

れ
て
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が

あ
り
ま
す
。
校
舎
一
階
の
職
員
室
・

放
送
室
な
ど
を
改
修
し
て
大
型
の
貝

塚
断
面
な
ど
の
展
示
は
見
る
価
値
大

い
に
あ
り
ま
す
。

東
八
甲
田
温
泉

さ
か
た
温
泉（
七
戸
）

天
間
林
温
泉

す
も
も
沢
温
泉
郷

山

岳

部

医
学
科
三
年　

澁　

谷　

真　

呼

　

弘
前
大
学
医
学
部
山
岳
部

は
、
県
内
や
東
北
の
山
を
中
心

に
登
山
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

山
岳
部
と
聞
く
と
、
き
つ
く
て

厳
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
部
員
の
ほ
と

ん
ど
は
大
学
か
ら
始
め
た
初
心

者
で
す
。
ま
た
、
山
行
へ
の
参

加
も
自
由
参
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
全
学
の
山
岳
部
と
合
同
で

活
動
す
る
こ
と
も
あ
り
、
最
近

で
は
、
夏
は
沢
登
り
や
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
、
冬
は
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
も
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
沢
登
り
と
は
、
登
山
道

具
を
背
負
っ
て
沢
を
歩
き
、
釣

り
を
し
た
り
、
滝
が
あ
れ
ば
そ

こ
を
登
っ
た
り
し
て
川
を
遡
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
県
内
で
は
、

六
月
か
ら
十
一
月
頃
ま
で
白
神

山
地
や
八
甲
田
山
で
沢
登
り
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
昨
年
か
ら
参

加
す
る
部
員
が
少
し
ず
つ
増
え

て
き
ま
し
た
。
市
内
に
は
、
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ム
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
で
練
習
し
て
い
る
部

員
も
い
ま
す
。
初
心
者
で
も
、

経
験
者
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
実
際
の
崖
を
登
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
は
、
山
の
麓
か
ら
ス

キ
ー
を
履
い
た
ま
ま
登
り
、

滑
っ
て
降
り
て
く
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
ス
キ
ー
板
の
裏
に
、

シ
ー
ル
と
い
う
雪
面
を
登
る
た

め
の
布
を
貼
っ
て
斜
面
を
登
り

ま
す
。
県
内
で
は
、
十
二
月
か

ら
五
月
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
雪
山
を
登
っ
た
あ

と
、
滑
っ
て
降
り
て
く
る
の
は

と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
。

去
年
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
山
に
一
泊

す
る
山
行
は
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
ま
で
は
テ
ン
ト
で
一

泊
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

泊
ま
り
の
山
行
で
は
、
背
負
う

リ
ュ
ッ
ク
の
重
量
も
重
く
な

り
、
一
日
に
何
時
間
も
歩
く
こ

と
も
あ
る
の
で
体
力
が
つ
く
こ

テ
レ
ビ
に

出
演
し
て

　

二
〇
二
一
年
十
月
十
七
日
放

送
の
「
Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察

室
」
に
出
演
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
認
知
症
で
す
。
認
知
症
に

関
す
る
一
般
論
と
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
特
徴
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
に

出
演
し
て

出
演
し
て

脳
神
経
内
科　

講
師　

西　

嶌　

春　

生

な
機
会
を
頂
き
関
係
者
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
二
〇
一
五
年

に
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略

「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
を
発

表
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
二
〇

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

年
に
続
い
て
多
く
の
大
会
が
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
普
段
の
練
習
で
各

大
会
に
見
立
て

同
じ
日
に
タ
イ

ム
測
定
し
自
己

ベ
ス
ト
更
新
を

目
指
す
模
擬
大

会
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
実
際

に
開
催
さ
れ
た

時
に
輝
か
し
い

功
績
を
収
め
ら

れ
る
よ
う
日
々

精
進
し
て
い
ま

す
。
水
泳
は
個

人
競
技
に
見
え

て
仲
間
の
存
在

が
と
て
も
大
き

く
、
共
に
き
つ

い
メ
ニ
ュ
ー
を

泳
ぎ
、
励
ま
し

合
っ
た
り
、
練

習
後
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
あ
っ
た

り
し
て
部
員
同

士
切
磋
琢
磨
し

て
い
ま
す
。
行

事
を
通
し
仲
間後援会のご案内

　弘前大学後援会では、学生の学業、課外活動への助成、
学生の進路指導に必要な助成等学生生活の多岐にわたる
分野の助成を行っております。つきましては、何卒本会
の趣旨にご賛同頂きまして、各位の格別のご高配、ご支
援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。
　なお、入会方法等の詳細については、弘前大学総務
部 広 報・ 情 報 戦 略 課（Tel：0172-39-3012、E-mail：
jm3012@hirosaki-u.ac.jp）までご連絡いただくか、弘
前大学後援会ホームページ（https://www.hirosaki-u.
ac.jp/kouen/index.html）をご覧ください。

弘前大学

と
の
親
睦
を
深
め
楽
し
み
な
が

ら
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
何
と
い
っ
て
も
登

山
の
一
番
の
魅
力
は
、
登
頂
し

た
と
き
の
達
成
感
で
す
。
麓
か

ら
見
た
と
き
に
、
途
方
も
な
く

遠
く
感
じ
た
山
頂
に
自
分
が
立

つ
感
覚
は
や
み
つ
き
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
一
緒
に
登
っ
た
仲

間
と
一
層
距
離
が
縮
ま
る
の
も

魅
力
の
一
つ
で
す
。
医
学
部
山

岳
部
で
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
に
一

年
を
通
し
て
違
う
楽
し
み
方
が

で
き
ま
す
。
拙
い
文
章
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
に
山

岳
部
の
魅
力
が
少
し
で
も
伝
わ

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

た
ち
水
泳
部
を
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
先
生
方
、
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
水
泳
部
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

二ッ森貝塚（世界文化遺産）

東八甲田温泉

すもも沢温泉郷（大量の湯がかけ流されている）すもも沢温泉郷
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二
五
年
に
は
認
知
症
患
者
が
約

七
百
万
人
に
な
る
と
の
推
計
値

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症

に
至
っ
て
い
な
い
「
軽
度
認
知

障
害
」
の
範
疇
に
な
る
人
の
数

も
含
め
れ
ば
、
認
知
機
能
に
問

題
を
か
か
え
る
高
齢
者
は
一
千

万
人
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
の
年
齢
に
達
し
医
療
や
介
護

な
ど
の
社
会
保
障
費
が
急
増
す

る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
の
中

で
も
、
認
知
症
の
問
題
は
非
常

に
大
き
な
も
の
で
す
。
最
も
多

い
原
因
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

で
、
全
体
の
六

－

七
割
を
占
め

ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

症
状
を
和
ら
げ
る
対
症
療
法
は

あ
り
ま
す
が
、
根
本
的
な
治
療

は
開
発
途
上
で
す
。
米
国
で
は

二
〇
二
一
年
六
月
に
ア
デ
ュ
カ

ヌ
マ
ブ
と
い
う
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

に
対
す
る
抗
体
医
薬
品
が
条
件

付
き
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
本
態
で
あ

る
異
常
蛋
白
の
沈
着
を
改
善
す

る
、
根
本
治
療
と
な
り
う
る
薬

で
す
が
、
こ

れ
が
認
知
機

能
を
改
善
す

る
、
ま
た
は

認
知
機
能
の

悪
化
を
止
め

る
、
と
い
う

効
果
が
あ
る

か
ど
う
か
ま

で
は
確
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
認

可
申
請
中
で

す
。

　

根
本
治
療

が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
現

状
で
は
、
薬

物
治
療
の
役

割
は
限
定
的

で
、
介
護
ケ

ア
や
各
種
社

会
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た

　

本
号
に
は
、
医
学
生
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

行
っ
て
い
る
学
生
の
お
礼
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
の
初
め
よ
り
、
医

学
生
支
援
金
を
原
資
に
、
た
く

さ
ん
の
学
生
が
医
学
科
の
各
所

で
働
い
て
い
ま
す
。

　

私
の
講
座
で
も
、
何
人
か
の

学
生
が
部
活
や
試
験
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
の
練
習
の
合
間
に
交
代
で
来

て
、実
験
補
助
、デ
ー
タ
入
力
、

文
献
整
理
な
ど
を
し
て
く
れ
て

い
て
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
究
室
へ
の
若
者

の
出
入
り
は
、
教
員
に
と
っ
て

良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
統
計
学
に
関
す
る
学

内
講
演
の
準
備
で
、
検
定
の
原

理
を
説
明
す
る
図
の
作
成
を
手

伝
っ
て
も
ら
っ
た
時
の
こ
と
。

完
成
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
私
の

短
い
説
明
に
、「
背
理
法
み
た

い
で
す
ね
」
と
学
生
が
反
応
し

た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
有
意

差
検
定
に
は
背
理
法
的
手
段
を

用
い
ま
す
が
、
彼
女
が
そ
の
こ

と
を
ず
ば
り
言
葉
に
し
た
か
ら

で
す
。
医
学
生
の
優
秀
さ
と
学

校
教
育
の
重
要
性
と
を
改
め
て

認
識
す
る
と
と
も
に
、
ア
ル
バ

イ
ト
さ
ん
達
の
未
来
の
活
躍
を

思
い
ま
し
た
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
は
、
学
生
の
生

活
と
学
業
を
支
え
て
い
ま
す

が
、教
員
に
と
っ
て
は
、研
究
・

教
育
の
助
け
と
な
り
、
授
業
だ

け
で
は
知
る
こ
と
の
な
い
学
生

の
い
ろ
い
ろ
な
面
を
知
る
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
達
と

寄
附
者
の
皆
様
と
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
た
方
々
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

 

（
井
原　

記
）

人 事 異 動（R3.9.1 ～ R3.11.30）

⃝医学研究科所属
【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R3.10.1 胸部心臓血管外科学講座 助教 于　在強 青森労災病院

R3.10.1 消化器外科学講座 助教 鍵谷　卓司 沖縄県立八重山病院

R3.10.1 地域救急医療学講座 助教 對馬　誉大 JCHO秋田病院

R3.10.1 脳血管病態学講座 助手 唐沢　貴生 小児科　医員

R3.10.1 脳神経外科学講座 助手 藤原　望 脳神経外科　医員

R3.11.1 地域医療学講座 助手 野月　徳実 眼科　医員

【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R3.10.1 むつ下北地域医療学講座 准教授 柳町　幸 内分泌内科 ､糖尿病代謝内科　講師

R3.11.1 不整脈先進治療学講座 講師 伊藤　太平 不整脈先進治療学講座　助教

【配置換】
発令日 所　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R3.10.1 救急・災害医学講座 助教 須郷　由希 集中治療部　助教

【辞職】
発令日 所　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等

R3.9.30 むつ下北地域医療学講座 准教授 村上　宏 むつ総合病院

R3.9.30 救急・災害医学講座 講師 矢口　慎也 山梨県立中央病院

R3.9.30 耳鼻咽喉科学講座 助教 工藤　玲子 青森県立中央病院

R3.9.30 脳血管病態学講座 助手 佐藤　理子 青森県立中央病院

R3.9.30 地域救急医療学講座 助手 猿田　賢也 整形外科　医員

R3.11.15 臨床検査医学講座 教授 萱場　広之 秋田赤十字病院

⃝附属病院所属
【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R3.10.1 内分泌内科，糖尿病代謝内科 講師 松橋　有紀 むつ総合病院

R3.10.1 整形外科 助教 MANIWA　KEIICHIRO 整形外科　医員

R3.10.1 麻酔科 助教 竹川　大貴 八戸市立市民病院

R3.10.1 泌尿器科 助手 小西　栄 泌尿器科　医員

R3.10.1 麻酔科 助手 髙島　陵 つがる総合病院

R3.10.1 脳神経外科 助手 柳谷　啓太 脳神経外科　医員

R3.10.1 高度救命救急センター 助手 上野　浩太 脳神経外科　医員

R3.10.1 高度救命救急センター 助手 田口　亮 弘前中央病院

R3.11.1 眼科 助手 小堀　宏理 眼科　医員

R3.11.1 検査部 助手 土屋　純一郎 増田病院　医師

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R3.10.1 集中治療部 助教 木下　裕貴 救急災害医学講座　助教

【配置変更】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属

R3.10.1 脳神経外科 助手 木下　翔平 高度救命救急センター　助手

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等

R3.9.30 消化器内科，血液内科，膠原病内科 助教 田中　奈保子 武田薬品工業株式会社

R3.9.30 泌尿器科 助教 堀口　裕貴 市立函館病院

R3.9.30 麻酔科 助教 川口　純 つがる総合病院

R3.9.30 整形外科 助手 大山　哲司 誠仁会尾野病院

R3.9.30 麻酔科 助手 緑川　陽子 八戸市立市民病院

R3.9.30 脳神経外科 助手 佐々木　貴夫 脳神経外科　医員

R3.9.30 高度救命救急センター 助手 渡邊　崇人 弘前中央病院

R3.11.30 整形外科 助教 MANIWA　KEIICHIRO 誠仁会　尾野病院

R3.11.30 神経科精神科 助手 長崎　舜平 神経科精神科　医員

臨床教授・臨床准教授新規称号付与者（令和3年11月1日付）

 称 号 名 氏　名   現　　職　　名  称 号 付 与 日  称号付与期間  推薦講座

臨床教授 渡部　潤子 青森県立中央病院　小
児科部長 2021年10月1日 2021年10月1日～

2024年9月30日 小児科学

臨床准教授 森本　武史 青森県立中央病院　呼
吸器内科　副部長 2021年10月1日 2021年10月1日～

2024年9月30日 呼吸器内科学

臨床准教授 富田　卓 青森県立中央病院　整
形外科部長 2021年10月1日 2021年10月1日～

2024年9月30日 整形外科学

臨床准教授 澤田　匡宏 つがる西北五つがる総
合病院　麻酔科科長 2021年10月1日 2021年10月1日～

2024年9月30日 麻酔科学

臨床准教授 時田　幸治 青森県立中央病院　麻
酔科副部長 2021年10月1日 2021年10月1日～

2024年9月30日 麻酔科学

臨床准教授 葛西　俊範 青森県立中央病院　麻
酔科副部長 2021年10月1日 2021年10月1日～

2024年9月30日 麻酔科学

臨床准教授 地主　継 八戸市立市民病院　第
一麻酔科部長 2021年10月1日 2021年10月1日～

2024年9月30日 麻酔科学

臨床准教授 鹿原　史寿子 八戸市立市民病院　第
二麻酔科部長 2021年10月1日 2021年10月1日～

2024年9月30日 麻酔科学

診療教授等新規称号付与者（R3.9 ～ R3.11）

称　　号 氏　　名 所　　　属 期　　　間

診療准教授 藤田　雄 腎臓内科 令和3年10月1日～令和6年9月30日

診療講師 長岐　孝彦 耳鼻咽喉科 令和3年11月1日～令和6年10月31日

（
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困
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